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る
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亊
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の
優
良
従
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期
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う
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を
要
望
し
、
臼
井
議
員
は
、
商

工
会
議
所
の
本
来
の
使
命
と
も
云
う
べ
き
商
工
業
者
の
民
主
的
に
し
て
且
つ
大
多
数

意
見
で
あ
る
輿
剪
L
結
集
す
る
為
め
に
ば
全
市
全
商
工
業
者
の
団
結
と
共
同
が
必
要

で
あ
り
、
此
の
黒
大
会
を
契
機
と
し
て
会
員
の
倍
加
運
動
を
展
開
せ
よ
と
提
繋

あ
り
、
何
れ
も
禽
の
賛
同
を
得
て
別
紙
の
通
り
宣
言
決
議
が
採
択
せ
ら
れ
大
会
の
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勢
を
昂
揚
し
た
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で
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席
の
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奈
良
県
知
事
、
高
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奈
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市
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奈
良
経
済
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友
会
代

表
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か
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夫
た
本
大
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対
す
る
祝
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を
得
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通
産
大
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氏
、
日

商
会
頭
足
立
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氏
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商
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の
国
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奈
良
商
工
会
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所

会
頭
大
森
久
司

桜
花
将
に
開
か
ん
と
ナ
る
今
日
の
佳
き
日
、
こ
こ
に
奈
良
商
工
会
浮
創
立
十
五
周
年
記
念

へ
谷
貝
大
会
を
挙
行
い
た
し
ま
す
に
際
L
、
御
来
賓
を
初
め
、
人
喬
貝
各
位
の
多
故
御
踊
、
御
参

加
を
得
ま
し
て
斯
く
も
盛
大
に
開
催
し
得
立
す
こ
と
は
、
戒
に
光
栄
且
感
銘
に
堪
え
な
い
次
第

で
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
本
会
瀞
は
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
敗
戦
後
の
虚
脱
状
態
と
混
乱
し
た
社
会
情
勢

下
に
お
き
ま
し
て
径
済
の
再
建
と
地
方
産
業
の
振
興
を
目
途
と
し
て
、
皿
々
の
声
を
あ
げ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
当
"
は
単
に
民
法
上
の
社
団
法
人
と
し
て
設
立
の
認
可
を
う
け
て
一
般
商
工
業

界
の
会
議
所
に
対
す
黒
識
も
極
め
て
浅
く
、
財
政
的
に
は
勿
論
運
営
上
誠
に
園
難
な
状
況
で

其
の
基
礎
は
脆
弱
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
二
十
五
年
に
至
り
商
工
会
議
臣
の

制
定
を
見
工
単
独
怯
の
裏
付
け
を
得
る
事
に
な
り
、
更
に
昭
和
二
十
八
年
に
至
り
漸
々
政
府

並
び
に
財
界
筋
に
於
て
経
済
の
自
立
を
達
成
す
る
た
論
合
的
な
経
済
政
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
当
時
の
恬
勢
下
に
於
け
る
急
務
な
り
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
商
工
業
の
改
善
発
達
を
目
的

と
す
る
商
工
会
議
所
の
使
命
の
重
要
性
を
再
確
認
さ
れ
、
商
工
会
議
所
法
の
全
面
的
大
改
正
に

よ
る
機
構
の
拡
充
と
強
化
が
企
図
せ
ら
れ
、
以
て
地
域
的
無
合
経
済
団
体
と
し
て
法
制
上
の

確
立
が
実
現
し
、
茲
に
本
来
の
性
格
で
あ
る
特
別
法
人
と
し
て
新
L
く
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
と
な
つ
た
の
で
あ
り
立
す
。
当
会
議
所
も
之
に
応
え
、
所
定
の
手
続
を
経
て
通
商
産
業
大
臣

の
認
可
を
受
け
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
よ
り
新
法
に
基
く
会
議
所
と
し
て
発
足
を
い
た
し
、

去
る
昭
和
三
十
五
年
六
月
商
工
会
俳
法
の
一
部
改
正
に
基
い
て
同
年
十
月
全
県
地
区
の
所
管

を
廃
し
て
奈
良
市
を
地
区
と
す
る
区
域
所
管
に
改
め
面
目
を
一
新
L
て
名
実
共
に
奈
良
商
工
会

需
と
し
て
の
再
発
足
器
を
整
え
、
今
日
に
立
ち
至
つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

創
立
以
来
十
五
年
有
余
、
種
々
苦
難
の
過
程
を
経
ま
し
て
今
日
壱
千
名
に
垂
ん
と
す
る
会
員

を
挑
し
、
近
畿
五
十
有
余
の
会
議
所
中
、
そ
の
規
模
と
影
粋
力
に
於
て
十
指
を
下
ら
な
い
地
位

を
占
め
、
い
さ
さ
か
な
り
と
、
所
期
の
目
的
達
成
に
寄
与
し
得
ま
す
こ
と
は
、
御
臨
席
の
来
賓

各
位
の
御
指
遵
御
鞭
捷
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
は
勿
論
の
こ
と
、
永
年
に
亘
る
役
員
始

め
会
員
各
位
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
御
努
力
の
賜
と
感
銘
し
且
つ
又
御
同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
研
つ
て
現
下
の
経
済
情
勢
を
考
え
ま
す
と
昨
年
以
来
の
国
際
収
支
の
悪
化
に
ょ

゛
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り
景
気
は
下
降
線
を
た
ど
り
、
過
飴
整
の
た
め
の
金
融
引
締
下
に
於
て
企
業
経
営
は
困
難
な

過
程
を
辿
り
、
特
に
地
区
内
産
業
の
殆
ん
ど
が
中
小
企
業
で
あ
る
特
殊
性
か
ら
考
え
て
、
企
業

の
体
質
改
養
労
務
管
理
金
融
税
務
等
、
企
業
経
営
上
幾
多
の
難
問
題
か
集
積
し
来
た
る
も
の

と
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
つ
て
、
い
き
お
い
経
済
界
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ソ
で
あ
り

サ
ー
ビ
ス
セ
ソ
タ
】
の
役
割
を
果
す
べ
き
当
商
工
会
議
所
の
使
命
愈
々
重
き
を
加
え
つ
つ
ぁ
る

秋
、
こ
こ
に
十
五
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
て
会
員
各
位
と
共
に
一
堂
に
会
し
相
携
え
て
一
致

協
力
、
結
束
を
強
固
に
し
、
時
代
の
波
を
乗
り
越
え
る
姿
を
新
に
す
る
こ
と
は
誠
に
烹
深

き
も
の
あ
り
と
確
信
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
本
大
会
に
先
立
ち
過
般
県
市
御

当
局
に
対
し
中
小
企
業
振
興
の
た
め
の
商
工
施
策
に
つ
き
、
広
範
囲
に
亘
り
要
望
を
致
し
ま
し

た
る
と
こ
ろ
、
県
市
共
わ
れ
わ
れ
の
意
図
を
殆
ん
ど
全
面
的
に
採
択
願
い
早
速
予
算
措
置
を
お

わ
が
奈
良
商
工
会
議
所
は
昨
秋
、
議
員
役
員
の
改
選
に
ょ
り
、
強
力
な
運
営
基
礎
を
確

立
し
、
い
よ
い
よ
本
来
の
使
命
遂
行
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
際
、
こ
こ
に
会

員
の
倍
加
運
動
を
展
開
し
、
組
織
の
拡
大
と
結
束
の
強
化
を
は
か
り
、
以
つ
て
地
域
経
済

今
後
の
飛
躍
を
目
指
し
、
経
済
の
高
度
成
長
、
貿
易
の
自
由
化
等
を
背
景
に
、
今
こ
そ
生

産
並
び
に
販
売
部
門
に
お
し
て
自
立
体
制
を
固
め
、
新
し
い
経
営
理
念
の
も
と
に
経
営
の

近
代
化
、
合
理
化
に
徹
す
る
こ
と
空
旦
百
し
、
特
に
次
の
諸
点
の
実
現
促
進
を
は
か
る
よ

う
当
局
に
要
望
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

記

一
、
中
小
企
業
の
振
興
育
成
の
た
め
、
国

並
び
に
自
治
体
の
施
策
の
強
化
。

ニ
、
中
小
企
業
振
興
の
た
め
の
中
小
企
業

基
本
法
制
定
の
促
進
。

三
、
国
鉄
関
西
線
及
び
奈
良
線
の
電
化
複

線
化
の
実
施
。

四
奈
良
1
四
日
市
間
道
路
の
新
設
。

五
、
奈
良
1
大
阪
問
、
第
二
阪
奈
道
路
の

右
決
議
す
る
。

昭
和
三
十
七
年
四
月
四
日奈

良
商
工
会
議
所

創
立
十
五
周
年
記
念
会
員
大
会

宣
言
决
議

採
り
頂
き
ま
し
た
事
に
対
し
、
こ
の
機
会
に
会
員
一
同
を
代
表
し
て
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

相
願
く
ぱ
此
上
と
も
の
倍
旧
の
御
指
導
と
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
本
日
の
大
会
を
記
念
し
、
特
に
永
年
功
労
の
あ
つ
た
役
職
員
並
び
に
多
年
黙
々
と
し
て
そ

の
企
業
の
繁
栄
、
延
い
て
は
地
方
産
業
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
会
員
事
業
場
の
優
良
徳

業
員
諸
子
を
お
招
き
し
、
そ
の
労
を
讃
え
た
い
と
存
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
ぅ
か
会
員
の
皆
様
、
本
日
の
こ
の
意
義
あ
る
大
会
を
契
機
と
し
て
更
に
結
束
を
固
め
、
組

織
を
強
化
し
、
名
実
共
に
わ
れ
わ
れ
商
工
業
者
唯
一
の
結
集
の
場
と
し
て
相
共
に
飛
躍
し
、
前

進
を
訴
[
つ
て
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
四
月
四
日

新
設
。

六
、
奈
良
市
に
県
民
会
館
の
建
設
。

七
、
自
然
流
下
導
水
路
建
設
の
早
期
完
成

ハ
、
奈
良
市
下
水
道
の
完
備
。

九
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
の
建
設
促
進
。

十
、
観
光
行
政
一
一
兀
化
の
た
め
の
「
観
光

省
」
誕
と
観
光
事
業
振
興
基
本
法

の
制
定
促
進
。

^
ミ
§
§
§
§
＼
§
§
＼
§
§
§
＼
§
＼
＼
^

^
感
謝
状
贈
呈
者
^

ψ
§
§
＼
§
§
§
§
§
＼
§
§
＼
§
§
§

回
勤
続
十
五
年
役
員
(
八
名
)

バ
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
＼
§
§
§
＼
ム

^
永
年
勤
続
表
彰
者
^

§
§
§
§
§
§
＼
§
§
§
§
§
§
§
＼
＼
》

岡
村
印
刷
工
業
(
株

山
下
岩
太
郎
大
塩
正
人
赤
噂
焼
製
陶
所

奈
良
市
赤
岬
町
-
0
五
一

福
若
鹿
蔵
闘
印
刷
株
式
会
社

奈
良
市
西
寺
林
町
一
四

安
達
喜
兵
衛
文
明
精
機
工
業
(
株
)

奈
良
市
南
烹
町
一
五
四

真
鍋
伊
勢
松
(
株
)
古
梅
園

奈
良
市
栫
井
町

井
上
喜
一
ド

(
株
)
桝
田
本
店

吉
野
郡
大
淀
町
大
字
増
口
一
四

田島
伊

◎
勤
続
十
年
役
員
(
十
三
名
)

山
栄

坂

C

使
う
ほ
ど
安
く
良
く
な
る

国
産
品

義

t

宮L乾平富阪橋

⑥
勤
続
十
年
議
員

恭

片
桐
昭
重

5

(
敬
称
略
)

二

楢

奈
良
市
横
禎
町

井
原
豊
治
(
株
)
玄
林
堂

奈
良
市
高
天
町
二
四

堀
田
秀
治
(
株
)
大
倉
本
家

北
蔦
域
郡
香
芝
町
大
字
鎌
田
六
九
二

北
川
武
夫
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町
六
丁
目
一

の
一

出
石
孝
治
奈
良
市
洋
服
商
組
合

奈
良
市
元
興
寺
町

衣
田
恒
司
(
株
)
南
口
商
会

奈
良
市
餅
飯
殿
町
四
四

安
田
清
治
増
田
製
薬
(
株
)

橿
原
市
川
西
町
四
二
九

工
藤
登
信
貴
生
駒
電
鉄
(
株
)

生
駒
郡
生
駒
町
大
字
谷
田
三
0
四
の

松
本
秋
屶
玄
勝
堂

奈
良
市
北
市
中
町
四
八

増
井
敏
雄
椿
本
鋼
球
製
造
(
株
)

北
葛
城
郡
当
麻
村
尺
士
一
九

松
本
金
三
(
株
)
奈
良
ホ
テ
ル

奈
良
市
高
畑
町
-
0
九
六

笹
井
敏
光
(
株
)
東
日
得
製
作
所

奈
良
市
富
雄
三
松
町

伊
藤
菊
治
テ
ィ
チ
ク
(
株
)

奈
良
市
肘
塚
町
一
四
八

鳥
一
兀
清
一
下
出
商
会

蚕
市
北
京
終
本
町

宮
本
春
松
大
阪
瓦
斯
(
株
)

奈
良
市
油
阪
町
四
九

勇
奈
良
吉
川
産
業
(
株
)

稲
別

奈
良
市
肘
塚
町
一
三
八

城
田
重
堆
日
本
通
運
(
株
)
奈
良
主
管

支
店

奈
良
市
油
阪
町
一
四

森
田
重
一
奈
良
市
信
用
金
庫

奈
良
市
光
明
院
町
三

塚
本
和
浩
(
株
)
北
辰
電
機
製
作
所
奈

良
工
場

奈
良
市
里
羅
町
二
0
-

上
田
由
太
郎
森
井
製
麺
工
場

桜
井
市
大
字
河
西
六
四
一

三
頼

善

岡
孝
太富

'・貝

昔
は
舶
来
今
は
国
産

磨
◎
職
員

rRr良

一
]H

4

会
互
)合

松
治

田
中
由
夫
西
浦
精
練
工
業
(
株
)

生
駒
郡
斑
鳩
町
大
字
屯
田
一
三
五

大
倉
研
市
(
株
)
吉
川
機
械
製
作
所

奈
良
市
佐
紀
町
三
三
三
三

西
井
久
義
三
岡
商
事
(
株
)

奈
良
市
菖
蒲
池
町

F1

名
)
上
杉
商
店

j

r・R

蔵

@
傭
人

井
田
恒
道子

(

西

高
市
郡
高
取
町
屯
木
ニ
ニ
ニ

口
雅
充
(
株
)
墨
運
堂

川

奈
良
市
後
藤
町
八

芳
仲
庄
太
郎
三
ツ
桜
酒
造
(
株
)

北
葛
城
郡
王
寺
町
大
字
王
寺
四
五
四

柏
木
良
造
西
垣
林
業
(
株
)

桜
井
市
戒
重
三
モ

山
本
頼
利
奈
良
近
鉄
タ
ク
シ
ー
(
株
)

奈
良
市
東
向
中
町
六

大
熊
正
一

(
株
)
中
谷
玉
水
堂

奈
良
市
東
寺
林
町
二

小
附
保
光
清
水
紙
業
(
株
)

奈
良
市
花
園
町
三
0

中
島
義
治
(
株
)
出
口
商
店

奈
良
市
宝
来
町
八
0
八

奈
良
ト
ヨ
タ
自
動
車
(
株
)

ヒ
R
 
、

郎奈
良
市
杉
ケ
町
三
0

岩
田
義
雄
山
本
本
店

磯
城
郡
大
三
輪
町
箸
中

中
西
三
二
谷
村
竹
材
工
業
(
株
)

生
駒
郡
生
駒
町
大
字
高
山

池
田
政
一
広
橋
紡
織
(
名
)

北
蔦
城
郡
広
陵
町
弁
財
天

山
本
平
治
関
西
電
力
(
株
)
奈
良
支
店

待
つ
身
に
な
つ
て
待
た
せ
な
し

会
合
は
・
・
・
時
刻
を
厳
守
し
ま
し
よ
う

(
十
五
年
)

(
十
年
)

ノ
(
十
五
年
)

ス
エ

奈
良
市
大
森
町
四
八

田
中
静
子
日
本
絵
工
業
(
株
)

奈
良
市
油
阪
町
-
0
五

中
島
末
菊
(
資
)
岩
井
食
料
品
店

天
理
市
三
島
町
三
八
三

奈
良
県
蚊
帳
工
業
組
合

嶋
同

ト
、
、
、奈

良
市
西
木
辻
綿
町
ご
三

上
田
尹
久
子
(
株
)
南
都
農
園

橿
原
市
八
木
町
四
五
九

林
竜
子
前
川
(
株
)
奈
良
工
場

奈
良
市
中
筋
町
一
七

辰
巳
君
江
大
方
醤
油
(
株
)

生
駒
郡
斑
鳩
町
大
字
五
百
井
四
四

長
谷
川
明
美
井
村
荷
札
封
筒
(
株
)

北
葛
城
郡
新
庄
町
柿
本

井
上
勝
子
(
株
)
南
都
銀
行

奈
良
市
橋
本
町
一
六

塚
本
和
子
積
水
化
学
工
業
(
株
)
奈
良

工
場

奈
良
市
横
領
町
-
0
0
の
一

ロ
シ
ゲ
田
村
蚊
帳
(
有
)

川

奈
良
市
紀
寺
七
軒
町
六
一
七

兵治

d
川

郎

竹和

中

節

ノ゛'、

郎蔵衛.郎

、、ノ

草奥川

則蔵郎
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本
年
度
予
算
事
業
計
画
決
ま
る

会
員
倍
加
運
動
等
基
盤
強
化

会
議
所
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る
事
に
重
点

.

.

....

去
る
三
見
二
十
三
日
に
開
か
れ
た
議
員
総
会
で

本
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
定
し
九
。

昭
和
三
十
七
年
度
事
業
計
画

背
景
に
立
ち
、
本
商
工
会
議
所
と
し
て
は
商
工

基
本
方
卦

本
年
度
の
経
済
事
情
は
、
国
業
老
の
与
・
・
・
洲
を
兆
集
し
て
斬
新
な
観
光
振
興
文

際
収
支
の
均
衡
回
復
の
、
、
め
の
策
と
乢
城
隣
発
の
推
進
を
重
要
ナ
課
題
と
し
て

採
り
上
げ
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
る
。
従
つ
て
地

国
の
施
策
に
そ
つ
て
各
企
業
の
し
,

安
定
成
長
を
は
、
る
重
要
よ
年
域
産
掌
の
開
発
産
業
及
一
し
ぎ
光
道
r
の
敷
・
尿

、
0
 
充
尖
等
行
政
当
局
の
施
策
難
を
強
力
に
推
進

と
い
b
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

し
、
地
域
経
済
力
振
興
に
寄
与
す
る
の
で
な
け

こ
れ
が
た
め
金
融
引
締
の
下
に
ー
ー

牛
莖
及
び
こ
ー
に
半
う
二
一
:
.
'
オ
{
ナ
ナ
 
L
 
他
ブ
ナ
d
ー
ギ
一
一
笄
1

j
 
二
凡
イ
、
:
、
 
y
 
対
策
を
広
く
全
曾
及
ぼ
し
、
そ
の
効
果
を
充

整
問
題
等
わ
が
地
区
産
業
界
が
 
j
1
 
-
、
,
、

、
分
に
浸
透
せ
し
め
各
般
の
事
業
を
推
進
す
る
、

再
び
困
難
な
位
置
に
立
た
さ
れ

の
と
す
る
。

て
い
る
状
況
下
に
於
て
、
当
商

工
△
・
、
議
所
と
し
て
は
従
で
よ
り
玄
{
本
商
工
会
考
,
可
ι
N
小
上
の
ニ
プ
を
、
γ
く

、
i
リ
t
 
!
、
洞
察
L
、
本
年
宗
業
計
画
を
次
の
通
り
策
定

以
上
に
企
業
の
体
質
改
養
経
?
'

ー
す
る
0

営
の
近
代
化
に
ょ
る
生
産
性
の

向
上
を
一
段
と
推
進
す
る
こ
と

が
急
務
で
あ
る
。

①

又
観
光
,
産
誓
再
御
纖
と
共

に
世
界
に
冠
た
る
観
光
資
源
の

を
通
じ
て
結
集
し
、
各
専
門
委
員
会
に
於
て

は
専
門
的
に
凡
ゆ
る
施
策
の
研
究
討
議
を
行

之
を
併
せ
て
与
論
の
指
謂
役
割
を
果

、
、

、す
意
見
の
公
表
を
行
い
、
時
に
応
じ
て
行
政

庁
そ
の
他
に
対
し
施
策
の
建
議
具
申
陳
情
を

④
地
域
内
産
業
に
関
す
る
調
査
の
実
施
と
基

礎
資
料
の
整
備

⑤
広
報
資
料
と
し
て
の
「
商
工
名
鑑
」
「
商

工
だ
よ
り
」
の
発
刊
、
配
布

観
光
関
係
宣
伝
冊
曹
刊
行
配
布

四
、
総
括
的
な
事
業

①

経
済
情
勢
啓
発
の
た
め
の
経
済
講
演
会
の

②
行
政
庁
等
の
諮
問
に
応
じ
産
業
界
を
代
表

し
て
意
見
の
答
申
を
t
る
。

ニ
、
官
公
衙
関
係
諸
団
体
と
の
連
繋

産
業
都
市
建
設
、
商
工
業
観
光
振
興
等
に
関

し
て
関
係
諸
官
衙
、
団
体
と
の
連
繋
協
四

努
め
、
竹
に
H
本
商
工
会
議
所
、
近
畿
各
地

商
工
会
俳
を
通
じ
各
地
実
業
人
と
の
交
流

を
促
進
し
組
織
上
の
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
、

そ
の
目
的
逹
成
に
努
め
る
。

随
時
行
政
首
脳
者
と
狼
契
=
、
意
見
交
換
会

等
を
催
上
患
の
疎
通
を
図
る
。

三
、
調
査
広
報
に
関
す
る
事
業

経
済
動
向
に
関
す
る
各
種
調
査
の
実
施

②
地
域
経
済
開
発
観
光
都
市
建
設
に
関
す

る
各
種
調
査
の
実
施
、
資
料
の
蒐
集

)3
 
経
釜
代
化
に
関
す
る
各
種
基
禽
査
の

(
実
施

往
講
習
会
、
研
修
会
の
開
催

)他
商
店
聖
備
促
誓
資
す
る
た
め
の
釜

地
見
学
会
等
四
器

⑧

商
店
綴
営
並
び
に
商
店
街
不
燃
化
対
策

の
研
究
推
進

a
 
商
店
従
業
員
砕
保
対
策
の
諾

q
 
求
人
充
足
協
議
会
の
設
置

同
各
種
社
会
保
険
制
度
へ
の
加
入
促
進

商
店
学
校
の
開
講

、
~ひ国

従
業
貝
の
厚
生
施
設
向
上
実
施
の
研
究

)佑^
^
^
^
田
^
呂
^
.
、
^
^
^
,
^
^

)

商
店
街
連
合
大
売
り
出
し
行
事
の
助
成

6()7
 
商
取
引
の
紹
介
斡
旋

七
、
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業

①

観
光
振
興
に
関
す
る
各
種
懇
談
会
、
研
究

会
の
開
催

②
産
業
観
光
開
発
の
研
究
と
推
進

)8
 
観
光
需
要
増
加
施
策
の
推
進
と
受
入
態
勢

(
整
備
拡
充
の
促
進

④
観
光
産
業
育
成
施
策
の
推
進

)圃
観
光
施
設
、
受
入
施
設
の
共
同
P
R
の

実
施

同
観
光
士
産
品
の
品
質
向
上
と
新
観
光
士

産
品
育
成
の
た
め
の
署
査
会
、
講
習
会
の

開
催
、
展
示
即
売
会
へ
の
参
加

)5
 
関
係
諸
団
体
の
行
う
観
光
事
業
に
協
力

(

ハ
、
組
織
拡
充
施
策

施
策
の
概
要

一
、
意
見
の
公
表
と
建
議
要
望

地
城
開
発
に
関
す
る
大
計
か
ら
小
規
模
事

業
施
策
に
至
る
ま
で
、
会
員
翌
見
を
部
会

②
関
西
財
界
、
実
業
人
と
の
交
歓
、
接
触
を

図
る
懇
葵
=
等
の
開
催

)8
 
組
織
活
用
を
図
る
各
専
問
委
員
会
、
各
部

(
会
の
頻
度
開
催

④
商
工
技
術
の
振
興
を
は
か
る
た
め
の
簿
記

計
算
尺
、
書
写
、
珠
算
の
講
習
会
研
修
会
の

開
催
と
検
定
の
実
施

五
、
工
業
振
興
対
策
に
関
す
る
事
業

①

経
営
近
代
化
を
促
進
す
る
た
め
の
経
営
者

並
び
に
中
堅
幹
部
の
各
種
経
営
セ
ミ
ナ
ー
等

の
開
催
、
研
究
会
忠
般

②
工
場
誘
致
対
策
の
揺
と
受
入
器
の
整

備
促
進

)8
 
伝
統
産
業
等
に
対
t
る
企
業
診
断
と
俳
叺

(
育
成
対
策
の
推
進

④
生
産
品
の
見
本
市
、
展
示
会
等
の
主
催
及

び
協
賛

)5
 
事
務
能
率
増
進
等
の
訓
練
諾
の
開
設

()

念
工
場
見
学
、
研
究
会
等
の
開
催

6(7
 
従
業
員
確
保
対
策
の
推
進

()8
 
取
引
の
紹
介
、
斡
旋

(

六
商
業
振
興
対
策
に
関
す
る
事
業

①
商
店
経
営
の
近
杙
化
を
促
進
す
る
為
め
の

6

ー
.
!

t

A
地
区
栫
井
校
区

但
し
、
商
店
街
担
当
は
東
向
南
、

橋
本
、
餅
飯
殿
今
御
門
と
す
る

B
地
区
飛
鳥
、
田
原
、
精
華
、
東
市
の
四

校
区

但
し
、
商
店
街
担
当
は
寺
林
、
鶴

福
院
、
鵲
、
猿
沢
、
ア
ス
カ
、
小

西
、
高
天

C
地
区
済
美
大
宮
、
狭
川
、
大
安
寺
、

謙
、
明
治
、
辰
市
の
七
校
区

但
し
、
商
店
街
担
当
は
三
条
御

門
、
脇
戸
、
済
商
会
、
元
興
寺
、

帯
解

D
地
区
鼓
阪
佐
保
、
富
雄
平
城
、
伏

見
、
都
跡
、
東
里
柳
生
、
大
柳

生
の
九
校
区

但
し
、
商
店
街
担
当
は
東
向
北
、

花
芝
、
手
貝
、
富
雄
、
学
園
前

⑧

専
門
指
導
員
の
設
置

税
務
、
金
融
、
経
理
、
労
務
、
経
賞
法
律

商
標
、
各
専
門
部
門
別
に
有
資
格
者
を
指
導

員
に
委
嘱
し
、
指
導
員
を
講
師
と
し
て
適
時

講
習
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
相
談
員
と
し
て

専
門
的
相
談
事
務
の
指
導
を
依
頼
し
て
随
時

相
談
所
を
開
設
し
、
企
業
経
営
の
体
質
改
善

を
促
進
す
る
。

④
経
営
改
善
普
及
員
の
運
営

)1(

t
当
所
創
立
十
五
周
年
記
念
を
契
機
と
し
て
会

員
の
倍
化
運
動
に
ょ
る
未
加
入
事
業
場
の
加
入

勧
奨
を
行
い
当
所
活
動
基
盤
の
強
化
充
実
を
図

る
。

は
か
る

開
催

(

7

九
特
定
商
工
業
者
に
関
す
る
事
業

特
定
商
工
業
者
法
定
台
帳
を
整
備
し
て
負
担

金
の
納
付
徴
収
を
強
力
に
推
進
し
、
.
名
簿
の
頌

布
に
ょ
り
広
く
取
引
船
介
等
の
活
発
化
を
図
る

-
0
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
経
営
改

善
普
及
事
業
計
画

①

基
本
方
針

地
区
内
事
業
嘉
数
の
六
七
・
ハ
%
を
占

め
る
小
規
模
事
業
に
於
け
る
問
題
点
の
把
握

に
努
め
、
市
行
政
と
緊
密
な
連
繋
を
保
ち
つ

つ
各
般
の
事
業
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

御
日
常
の
経
営
に
関
し
て
生
ず
る
具
体
的

問
題
の
処
理
方
法
と
し
て
巡
回
指
導
、
相

談
業
務
を
能
率
的
に
実
施

同
講
習
会
、
講
演
会
を
随
時
開
催
し
経
営

に
関
す
る
一
般
的
知
識
の
普
及
に
努
め
る

事
業
資
金
借
入
れ
の
斡
旋
等
経
営
合
理

W
化
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

②
経
営
改
善
普
及
員
の
高
度
運
用

地
区
内
小
規
模
事
業
者
三
、
六
一
七
事
業
所

の
指
導
に
関
し
、
経
営
改
善
普
及
員
四
名
を

以
つ
て
し
、
地
区
担
当
を
次
の
通
り
定
め
積

極
的
な
巡
回
指
導
を
行
う
。

経
営
改
善
普
及
指
導
業
務
の
適
正
能
率
化
を

は
か
る
た
め
、
地
区
内
単
位
商
店
会
並
び
に

関
連
協
同
組
合
事
務
所
に
連
絡
所
を
設
置
し

随
時
連
絡
所
担
当
老
会
議
を
開
催
し
て
其
の

助
言
と
協
力
に
ょ
り
指
導
業
務
の
効
率
的
運

用
を
図
る
。

)5
 
巡
回
指
導
内
容

(
側
経
理
に
関
t
る
相
談
及
び
指
導

同
税
務
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導

、
y

金
融
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導
と
信
用

レ
保
証
に
関
す
る
斡
旋

⇔
経
営
、
労
務
に
関
す
る
相
談
及
び
指
導

困
各
種
社
会
保
険
の
事
務
指
導

囚
官
公
庁
に
対
す
る
各
種
届
書
の
書
式
指

導
)ト
商
取
引
に
関
t
る
相
談
と
斡
旋

櫛
そ
の
他
経
営
及
び
技
術
改
善
に
関
す
る

相
談
及
び
指
導

)佑
そ
の
他
の
指
導
事
業

榊
商
店
街
運
営
の
指
導

)同
小
売
市
場
の
組
織
化
と
運
営
指
導

各
種
調
査
の
実
施

、
yひ⇔

各
種
資
料
の
作
製
と
配
布

困
可
及
的
小
地
域
に
ょ
る
各
種
講
演
会
、

講
習
会
の
開
催

囚
そ
の
他
振
興
指
違
の
適
時
実
施

.
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④図
⑤印
⑥光
(フ"仕
⑧修
⑨其

①議
②常
⑧部
④委
⑤監
⑥其

考

50,000
100,000

50,000

120,000

5,000

80,000

435,000
]20,000

60,000

150,000

50,000
5,000

50,000

2,750,000

1,150,000

400,000
350,000

400,000

450,000

2,000,000
,

2,000,000
480,000

480,000

譜

5.事業費
①商工振興費
②商工技術振興費
⑧商店街振興費
④観光振興費
⑤調査広報費

6.小規模事業指導費
①小規模事業指導費

フ.法定台帳関係費
①法定台帳管理運用費

8.選挙費
費挙①選

9.表彰費
彰①表 費

10.交際費
①交 際 費

Ⅱ.公課分担金
ω公
②分 担

12.厚生費
①福利厚生費

13.積立金
①職員退職資金積立

費14.雑
①諸 費

15.予備費
①予 費

升支出

50,000

100,000

50,000

8

5,000

100,000

435,000

120,000
60,000

150,000

50,000

5,000

50,000

120,000

新聞、参考図書費
謠印刷費
石、木炭購入費

△20,000
小修理費
諸雑費

2,200,000

950,000
300,000

350,000

300,000

300,000.
1,794,000

1,794,000
480,000
480,000

100,000
100,000

250,000

250,000
150,000

150,000

203,000

3,000

200,000
150,000

150,000
350,000

350,000

100,000

100,000

13,000

13,000

8,640,000

搬

総会2回以上
適時開催費
10部会会合費
6委員会会合費

「コ
"ロ

1,760,000

1,160,000
300,000

300,000

100,000

100,000
555,000

50,000
100,000

100,000口
ロロ

郭0,000

200,000

100,000

電話料、郵券費
備品購入費
事務用品費

増 ^

諸会合費

減

438,000
238,000

100,000

100,000
100,000

100,000
110,000

10,000

100,000

150,000

206,000

206,000

商工全般事業費
各種検定施行費等
大売出L経費
各種対策費
商工名鑑機関誌発刊その他

150,000

150,000

243,000
3,000

240,000

160,000

160,000

350,000

350,000

100,000
100,000

9,700

9,700

9,740,700

」

△100,000
△100,000

△250,000

△250,000

附

昭和37年度一般会計収支予算書

県指定事業費

帯条件

0予算執行に当つては下記の事項を常議員会に・「壬する。
既定予算各款項の金額を彼我流用すること。

t

法定台帳運用費

備

本年度は議員選挙行わない

職員給料a名増員を含む)
家族手当その他
職員賞与

款

費会
①本年度会費
②過年度会費
2.負担金

①特定商工業者本午度負担金
②同上過年度負担金
3.補助金
①事業委託金
②小規模事業費指導補助金

4.事業収入
①検定及受講料
②証明及斡旋手数料
⑨出版物収入
④其他事業収入
5.寄附金
①受入寄附
6.雑収入

利①預 金

②其他雑収
フ.繰越金
①前年度繰越金

合計収入40,000

(昭和37年4月1日からヂ38年3月31日まで)

奈良商工会議所

収入の部

本年度は行わない

r

40,000

10,000

10,000

各種交際費

項

県市民税
日商、近商連負担金等

職員法定保険料

木年度予算

△3,300

△3,300

1,100,700

5,700,000

5,690,000

10,000

480,700

470,700

10,000

2,989,000

1,300,000

1,689,000

500,000
350,000

30,000

100,000

20,000
1,000

1,000
20,000

10,000
10,000

50,000
50,000

9,740,700

前年度予算

9

(.

5,300,000

5,290,000

10,000

480,000

470,000

10,000

2,300,000

1,000,000
1,300,000

480,000

350,000

10,000

100,000
20,000
10,000

10,000
20,000

10,000
10,000

50,000
50,000

8,640,000

増△

("

400,000

400,000

備

(単位円)

会議

700
700

{法人個ノ、
前年度未納金

689,000

300,000

389,000

20,000

老

款

900円X523人

前年度未納金

①俸
②手
⑧賞

与

.

市事業委託金
国、県補助金

2.旅

20,000

費

項

①旅
3.事務

①通
②什
⑧消

各種検定試験受験料
各種手数料

△ 9,000

△ 9,000

支出の部

費

本年度予算

局費

2,198,000

1,398,000
400,000

400,000

200,000
200,000

665,000
60,000

100,000

100,000

役職員出張旅費

前年度子算

耗

1,100,700

費

減

一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一

1

子
入

一
一
一

雑
備
合

一
一

一
一
一
一
一
一
一

給
当
与

費
費
費
費
費
豊

書
刷
熟
館
繕

1
」
口糸1

費
議
費
費
費
費

会
会

議

会
会

総
員
会

会

員
事

員
議

他

信
器

一
一

課
金

一
一

運
備

4

一
一
一
一

他
費

賀
費
費



第
四
回
全
国
貿
易
振
興
会
議
開
催
ぜ
る

去
る
四
月
六
日
大
阪
商
工
会
議
所
に
て
第
四
回
全
国
貿
易
振
興
会
議
が
開
催
さ
れ
、
当
日
は
中
央
各
関
係
庁
と
全
国
主
要
業
界
代

表
等
多
数
出
席
の
も
と
に
、
当
面
す
る
貿
易
の
諸
問
題
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
討
議
が
あ
り
、
当
所
よ
り
吉
川
副
会
頭
が
出
席
し
九

主
な
る
意
見
は
①
貿
易
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
施
策
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
民
間
は
真
剣
で
あ
る
。
も
つ
と
速
効
的

な
融
資
の
テ
コ
入
れ
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
②
紡
織
業
界
は
特
に
重
大
な
事
態
の
な
か
に
真
剣
で
あ
る
。
外
交
政
策
の
強
化
を
期

待
す
る
。
③
本
会
議
で
の
意
見
並
び
に
決
議
は
、
と
も
t
れ
ぼ
爾
後
措
置
が
な
さ
れ
な
い
き
ら
い
が
あ
る
。
泱
議
事
項
は
必
ず
実
行

さ
れ
た
い
。

決
議

次
に
主
な
る
意
見
と
し
て
は
①
中
小
企
業
の
輸
出
は
ま
だ
ま
だ
伸
長
さ
せ
る
余
裕
が
あ
る
が

従
業
員
が
不
足
し
て
い
る
。
政
府
は
も
つ
と
求
人
対
策
を
確
立
す
べ
き
で
あ
り
、
業
界
も
又
労

務
管
理
の
近
代
化
を
は
か
る
べ
き
と
思
う
。
(
名
古
屋
)
②
原
料
の
総
て
を
国
産
品
を
使
用
す

る
こ
と
に
転
換
成
功
し
た
(
京
都
西
陣
)
③
貿
易
の
自
由
化
に
つ
い
て
は
、
各
国
共
真
剣
で
あ

り
、
政
府
は
中
途
半
端
な
現
行
の
融
銀
の
枠
を
増
大
し
な
け
れ
ば
折
角
の
資
金
が
生
き
て
こ
な

貿
易
振
興
会
議
に
出
席
し
て

吉

こ
の
会
議
に
出
席
し
て
感
じ
九
こ
と
は
、
こ
の
会
議
が
国
際

的
に
貿
易
の
自
由
化
が
急
速
に
進
展
す
る
反
面
、
世
界
各
地
城

に
お
い
て
経
済
統
合
匙
み
、
 
E
・
E
・
C
と
い
う
字
が
新
聞

の
ど
こ
か
に
出
て
い
な
い
日
が
な
い
く
ら
い
海
外
市
場
対
策
が

重
要
視
さ
れ
、
わ
が
国
の
経
済
の
拡
大
を
推
進
す
る
た
め
安
定

的
な
高
度
経
済
成
長
の
も
と
、
世
界
貿
易
の
拡
大
に
遅
れ
な
い

よ
う
、
わ
が
国
対
外
市
場
対
策
及
び
輸
出
振
興
の
国
内
対
策
の

あ
り
方
に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
民
間

側
の
意
見
は
企
業
の
利
潤
追
求
の
域
を
越
え
て
、
わ
が
国
民
族

永
遠
の
発
展
の
た
め
の
至
情
に
ょ
る
よ
う
な
熱
の
あ
る
会
璽

あ
つ
た
と
思
う
。
貿
易
の
振
興
に
つ
い
て
は
各
国
共
政
府
が
先

0

、L

竪
'
、
、
'
,
.

、

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆☆☆☆☆☆☆

ず
国
民
に
対
し
、
そ
の
必
要
性
を
身
近
か
に
徹
底
さ
せ
て
い
る

か
、
た
と
え
ぱ
イ
ギ
リ
ス
で
は
政
府
み
ず
か
ら
「
貿
易
な
く
し

一
、
、
、

て
は
国
民
は
、
メ
シ
は
喰
え
な
い
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
街

の
要
所
に
ネ
オ
ソ
を
つ
け
て
い
る
。
悲
し
い
こ
と
に
日
本
で
は

未
だ
見
た
こ
と
が
な
い
。
フ
メ
リ
カ
に
し
て
も
貿
易
協
力
会
社

に
対
し
、
そ
の
国
家
的
誇
り
と
感
謝
の
意
味
で
大
統
領
み
ず
か

ら
「
旗
」
を
ワ
ザ
ワ
ザ
そ
の
会
社
へ
出
か
け
て
行
つ
て
渡
す
そ

う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
貿
易
を
第
一
義
と
し
て
国
民
生
活
に
と
け
込
ま

し
て
い
る
こ
と
は
大
い
に
敬
服
t
べ
き
こ
と
と
思
う
。

(
奈
良
商
工
会
議
所
副
会
頭
)

J

゛

わ
れ
わ
れ
は
、

貿
易
が
、
国
際
分
業
と
世
界
資
源
の
高
度
の
利
用
に
ょ

り
、
 
t
べ
て
の
国
々
飯
栄
と
幸
福
を
も
た
ら
し
、
世
界

平
和
の
増
進
に
貢
献
す
る
使
命
を
に
な
う
も
の
で
あ
る
こ

と
を
御
叢
し
、
さ
ら
に

貿
易
が
、
日
本
国
民
の
生
活
の
向
上
と
文
化
の
発
展
に

と
く
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
件
で
あ
る
と
の
自
覚
を
新
た

こ
し
、こ

こ
に
、
貿
易
に
対
す
る
力
れ
わ
れ
の
信
条
と
、
日
本

貿
易
の
あ
る
べ
き
姿
に
関
し
て
、
こ
の
*
葺
を
制
定
す
る
。

こ
の
憲
章
は
、

広
く
日
本
国
民
の
高
い
理
想
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
ょ
つ

て
実
践
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

第
プ
草
(
貿
易
の
拡
大
)

貿
易
は
、
自
由
と
衡
平
の
原
則
に
ょ
つ
て
拡
大
さ

ー
、

国
際
市
場
は
世
界
経
済
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
共

才通
の
場
と
し
て
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
(
相
互
利
益
の
尊
重
)

貿
易
は
、
相
互
利
益
尊
重
の
理
念
に
も
と
づ
き
、

相
手
国
の
経
済
発
展
と
生
活
向
上
に
も
寄
与
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
V
。

讐
章
(
取
引
の
公
正
)

貿
易
は
、
国
俗
義
を
重
ん
じ
、
国
際
経
済
秩
庁

に
し
た
が
い
、
公
正
に
行
力
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
四
軍
(
国
策
の
大
本
)

貿
易
の
振
興
を
国
策
の
大
本
と
し
、
す
べ
て
の
施

策
は
、
.
こ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
五
章
(
輸
入
の
信
条
)

輸
入
は
、
口
本
経
済
発
展
の
た
め
、
広
く
世
界
に

市
場
を
求
め
、
必
要
に
応
じ
相
手
国
の
寳
源
開
発
と

ー
ー
"

わ
が
国
経
済
の
成
長
に
と
つ
て
、
貿
易
の
振
興
は
絶
対
の
条

件
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
最
近
、
国
際
的
に
貿
易
・
為
替
の
自
由
化
が
進

展
す
る
反
面
、
世
界
各
地
域
に
お
い
て
経
済
統
合
の
動
き
が
急

速
に
高
ま
り
つ
つ
ぁ
る
。

か
か
る
時
局
に
当
面
し
、
 
b
れ
わ
れ
は
、
わ
が
国
貿
易
・
為

替
の
自
由
化
の
達
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
輸
出
秩
序
の
確

立
、
企
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
ょ
り
、
輸
出
の
増
進
に
一

層
の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
を
さ
ら
に
新
た
に
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
こ
の
際
、
政
府
に
お
い
て
、
、
下
記
の
内
外
諸
対
策
を

す
み
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
せ
つ
に
要
望
t
る
。

す
な
わ
ち
、
外
に
対
し
て
は
い
自
由
国
家
群
の
協
力
に
ょ
る

世
界
自
由
貿
易
の
推
進
を
は
か
る
こ
と
を
第
一
と
し
、

一
、
米
国
を
は
じ
め
、
西
欧
主
要
国
が
世
界
貿
易
の
指
導
的

立
場
か
ら
自
由
貿
易
主
義
堅
持
の
方
針
を
貫
く
よ
う
要
請

す
る
こ
と
。

ニ
、
欧
州
共
同
市
場
を
は
じ
め
、
各
地
域
の
経
済
統
合
が
域

外
国
に
対
す
る
通
商
・
関
税
面
に
お
け
る
国
別
差
別
を
船

こ
な
わ
な
い
よ
う
要
求
す
る
こ
と
。

三
、
ガ
ツ
ト
第
三
十
五
条
の
援
用
を
は
じ
め
、
対
日
差
別
制

、

、
、

本
貿
易
憲
章

日

と
。

(

五
、
貿
易
取
引
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
、
海
上
運
賃
の
安

定
と
港
湾
設
備
お
よ
び
荷
役
の
改
善
拡
充
に
努
め
る
こ

と
。

そ
の
輸
出
の
拡
大
に
も
協
力
.
し
つ
つ
、
公
正
か
つ
有

効
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
(
輸
出
の
信
条
)

輪
出
は
、
輸
出
口
叩
か
い
ず
れ
も
日
本
そ
の
、
の
を

代
表
す
る
、
の
で
あ
る
と
の
自
覚
を
、
つ
て
、
品
質

意
匠
に
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
、
ま
た
ア
フ
タ
ー
サ
ー

、
ヒ
ス
の
充
実
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
価
格

を
維
持
し
、
相
手
国
の
流
通
市
場
に
応
じ
つ
?
需

要
者
の
満
足
を
う
る
よ
う
行
力
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

(

.

t
"
ー
、
、
,

、
0
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第
七
章
(
産
業
・
科
学
技
術
の
振
興
)

輸
出
品
は
、
産
業
と
そ
の
基
礎
を
な
す
科
学
技
術

を
具
現
し
た
、
の
で
あ
る
か
ら
、
輸
出
品
の
一
局
級
化

と
新
規
商
品
の
造
出
の
た
め
、
・
産
業
の
発
展
と
科
学

技
術
の
振
興
を
は
か
ら
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

第
八
章
(
調
査
と
宣
伝
)

貿
易
市
場
の
確
保
開
拓
の
た
め
、
海
外
事
情
を

徹
底
的
に
調
査
研
究
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
文
化

産
業
、
経
済
の
宣
伝
を
積
極
的
に
行
力
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

第
九
章
(
関
連
企
業
・
諸
機
関
の
協
力
)

貿
易
振
興
の
た
め
、
貿
易
に
関
連
あ
る
す
べ
て
の

企
業
、
団
休
な
ら
び
に
行
政
機
関
は
、
相
互
に
協
力

態
勢
を
強
化
し
、
取
引
の
迅
速
、
円
滑
化
に
つ
と
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
章
(
国
民
の
信
条
)

す
べ
て
の
日
本
国
民
は
、
貿
易
の
消
長
が
国
民
生

活
を
左
右
す
る
こ
と
を
深
く
銘
記
し
て
、
貿
易
立
国

の
精
神
に
徹
し
、
職
場
に
お
い
て
、
日
常
生
活
に
お

い
て
、
つ
ね
に
貿
易
振
興
に
協
力
す
る
よ
う
に
つ
と

め
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
決
議
す
る
。第

四
回
全
国
貿
易
振
興
会
議

(
.

限
を
実
施
し
て
い
る
国
に
対
し
、
早
急
に
そ
の
措
置
を
撤

廃
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

四
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
、
そ
の
産
業
開
発
の
調
整
、
経
済
の
相

互
交
流
を
密
に
す
る
た
め
域
内
経
済
協
力
の
態
勢
を
つ
く

る
よ
う
推
進
t
る
こ
と
。

他
方
、
内
に
お
V
て
は
、
輪
出
第
一
主
義
の
も
と
に
、

0

一
、
物
価
の
安
定
を
期
す
る
と
と
も
に
、
輸
出
振
興
意
欲
を

全
業
界
に
振
起
せ
し
め
る
た
め
、
輸
出
金
融
、
輸
出
保
険

鴬
よ
び
税
制
面
等
に
画
期
的
な
改
善
を
加
え
る
こ
と
。

ニ
、
国
際
競
争
力
を
増
強
す
る
た
め
、
企
業
の
近
代
化
、
技

術
の
開
発
、
輸
出
中
小
企
業
な
ら
び
に
専
門
商
社
の
育
成

強
化
等
を
は
か
る
と
と
も
に
、
最
近
の
国
際
情
勢
に
照
ら

し
、
独
禁
法
を
再
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
開
発
途
上
に
あ
る
諸
国
に
対
す
る
資
本
・
技
術
両
面
に

わ
た
る
経
済
協
力
の
活
発
化
、
と
く
に
海
外
経
済
協
力
基

金
の
積
極
、
果
敢
な
活
用
を
は
か
る
こ
と
。

四
、
在
外
公
館
を
は
じ
め
、
在
外
官
民
関
儒
機
関
の
機
能

の
充
実
、
刷
新
を
は
か
る
と
と
も
に
、
諸
外
国
に
対
す
る

通
商
使
節
団
の
張
な
ら
び
に
受
入
れ
に
努
め
る
等
、
官

民
一
体
と
な
つ
て
の
経
済
外
交
の
積
極
化
を
す
す
め
る
こ

1

'{

r
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好
呆
気
に
の
つ
て
か
、
最
近
の
労
働
力
の
不

足
は
碆
し
し
。
特
に
中
小
企
業
の
事
業
所
の
比

重
の
高
い
本
県
に
あ
つ
て
は
劣
な
問
題
で
あ

る
。昨

今
の
新
聞
広
告
欄
を
み
て
も
お
び
た
だ
し

い
求
人
広
告
の
は
ん
ら
ん
で
あ
り
、
職
員
が
事

繞
を
訪
問
す
る
た
び
に
必
ず
と
い
つ
て
ょ
い

程
従
業
負
の
不
足
を
一
逃
え
ら
れ
る
。

各
種
の
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
て
お
る
本
市

で
は
あ
る
が
、
こ
と
学
卒
者
の
雇
用
と
な
る
と

悩
み
が
は
て
な
い
。

な
ぜ
中
小
企
業
に
人
の
集
り
が
少
い
の
か
。

ど
ぅ
す
れ
ぱ
来
て
く
れ
る
の
か
。
ど
こ
に
欠
陥

が
あ
る
の
か
。
事
業
主
及
び
職
業
安
定
機
関
は

常
日
頃
検
討
さ
れ
い
る
。
種
々
の
見
解
も
あ
ら

う
が
概
括
的
張
べ
れ
ば
ー

余
り
に
も
大
都
会
に
接
近
し
す
ぎ
、
大
都
会

へ
の
交
通
が
便
利
な
た
め
に
本
市
の
事
欝
は

敬
述
さ
れ
て
い
る
。
地
元
の
卒
業
生
な
ら
た
や

t
く
得
ら
れ
よ
う
ー
と
考
え
る
の
は
早
計
と
云

つ
て
も
過
冒
で
は
な
い
。

織
を
希
望
す
る
生
徒
の
心
理
と
云
う
も
の

は
、
以
前
は
、
乗
物
に
の
つ
て
大
都
会
へ
行
き

九
い
。
と
い
う
観
へ
今
弧
く
、
大
都
会
な
ら
ば

ど
こ
の
事
業
所
で
も
飛
び
つ
く
も
の
だ
つ
た
が

こ
こ
二
・
三
需
か
ら
は
繋
観
の
成
長
、
学

校
・
職
業
安
定
機
関
の
指
導
に
ょ
つ
て
、
こ
れ

ら
生
徒
の
老
え
方
も
変
つ
て
来
て
い
る
。

最
近
の
新
堺
学
校
'
藁
索
叢
上
も
つ
と

も
関
心
を
も
つ
て
い
る
点
は
、
労
働
条
件
の
基

本
と
な
る
貨
金
給
芋
の
一
桜
は
勿
綸
の
こ
と
で

あ
る
が
、
そ
の
他
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
も
相

当
関
心
が
深
い
こ
と
を
知
つ
て
頂
き
た
い
。

①
働
く
時
問
(
始
業
、
終
業
、
休
狛
好
問
、

週
休
等
)
が
確
実
に
守
ら
れ
て
い
る
か
。

②
社
会
保
険
(
失
業
、
健
康
厚
生
年
金
、

労
災
保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
る
か
。

⑧
事
業
所
の
将
来
性
及
び
事
業
所
三
の
通

勃
距
離
は
ど
ぅ
か
。

④
福
利
厚
生
施
票
完
備
し
て
い
る
か
。

等
々
で
あ
る
。

昨
年
三
月
学
窓
を
巣
立
つ
て
中
小
企
業
罷

職
し
た
小
卒
者
の
悩
み
や
希
望
に
つ
い
て
、
ま

と
め
た
結
果
を
み
る
と
、

切
に
ょ
く
解
る
よ
う
に
教
え
て
ほ
し
い
。

(
自
分
で
自
習
え
式
が
多
い
。
)

0
宿
舎
が
狭
く
て
き
た
な
い
。
(
不
潔
で
心

が
お
ち
つ
か
な
い
。
)

せ
め
て
失
業
保
険
や
健
康
保
険
だ
け
で
も

0

加
入
さ
せ
て
ほ
し
い
。
(
失
業
や
病
気
の

と
き
は
不
安
だ
。
)

0
奧
さ
ん
が
私
生
活
に
干
渉
し
す
ぎ
る
。

等
々
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
や
は
り
中
小

企
業
の
労
務
管
理
の
不
備
を
十
分
指
摘
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

「
中
小
企
業
で
す
か
ら
大
企
業
並
に
は
ま
い
り

1求
人
難
解
消
の
鍵
は
?

オ

ー
ー
ー

勤
務
時
間
が
ダ
ラ
ダ
ラ
で
困
る
。
け
じ
め

を
は
つ
き
り
つ
け
て
ほ
し
い
。
(
食
事
も

ゆ
つ
く
り
と
れ
な
い
。
)

0
先
輩
従
業
員
は
も
つ
と
親
切
に
接
し
て
ほ

し
い
。
(
よ
い
相
談
相
手
で
あ
つ
て
ほ
し

い
。
)

0
店
の
仕
事
と
家
事
と
を
混
合
し
な
い
で
ほ

し
い
。
(
女
子
に
多
い
。
)

0
就
職
前
に
聞
い
た
条
件
と
実
際
と
が
相
違

し
て
い
る
。
(
仕
事
の
内
容
賃
金
等
の
相

違
J

0
仕
事
の
や
り
方
に
つ
い
て
も
、
も
つ
と
親

0

初
任
給
の
引
上
げ
も
勿
悪
要
で
は
あ
る
が

更
に
重
要
な
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
。
そ
れ
は
「
働
き
易
い
、
安
心
し
て
働

け
る
職
場
」
で
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
る
と
折
角
少
い
希
望
者

の
う
ち
か
ら
、
や
つ
と
採
用
し
な
が
ら
三
ケ
月

も
た
た
な
い
う
ち
に
退
職
さ
れ
た
り
、
ひ
い
て

は
次
年
度
の
採
用
に
悪
影
響
を
及
ほ
し
、
中
小

企
業
へ
の
就
職
が
敬
遠
さ
れ
る
原
因
と
も
な
る

の
で
あ
る
。

働
き
易
い
職
場
と
し
て
新
規
雇
用
者
を
定
着

さ
せ
る
に
は
、
少
く
と
も
次
の
こ
と
に
必
ず
配

慮
が
な
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

0
第
一
印
象
の
よ
さ
。
「
よ
し
、
こ
こ
で
働
こ

う
」
と
い
う
強
い
意
欲
が
も
り
上
る
よ
う
に

前
も
つ
て
準
備
し
て
受
入
れ
る
こ
と
。

0
先
ず
事
業
所
の
歴
史
、
方
針
、
仕
嘱
の
仕
方

等
に
つ
い
て
親
切
に
教
之
、
岬
に
事
業
所

全
体
の
中
で
の
、
そ
の
者
の
立
場
、
役
割
か

需
さ
せ
る
と
共
に
彼
の
働
き
を
如
何
に
期

待
し
て
い
る
を
を
話
し
て
気
持
を
引
立
て
て

や
る
こ
と
。

0
懇
談
会
等
話
し
合
う
機
会
を
数
多
く
も
つ

こ
と
。
発
茶
菓
子
を
つ
ま
み
な
が
ら
従
業
員

と
話
し
合
い
、
心
か
ら
理
解
L
合
う
こ
と
。

0
決
し
て
話
し
合
う
こ
と
を
恐
れ
た
り
故
意
に

さ
け
て
は
な
ら
な
い
。

0
食
事
は
発
育
盛
り
で
あ
る
か
ら
十
分
食
べ
さ

せ
る
こ
と
。
主
婦
が
傍
に
坐
つ
て
箸
の
上
げ

お
ろ
し
ま
で
看
視
千
渉
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。

0
給
料
は
定
め
ら
れ
た
支
給
日
に
は
必
ず
、
そ

し
て
一
括
し
て
支
給
す
る
こ
と
。
小
透
い
式

に
分
割
し
て
支
給
さ
れ
る
の
は
有
雌
く
な

、
0

L
0
就
業
、
休
憩
、
終
業
時
問
は
確
突
に
励
行
し

休
日
は
休
日
と
し
て
十
二
分
な
休
養
と
睡
眠

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
由
に
活
用

さ
せ
る
こ
と
。

不
時
の
災
害
ご
病
気
、
失
業
"
に
、
使
用
者

0

も
従
業
員
も
お
五
い
に
困
ら
な
い
よ
う
礼
会

保
険
に
は
加
入
し
て
お
く
こ
と
。

0
退
職
金
制
度
力
気
双
け
る
こ
と
。
今
日
で
は
ノ

レ
ソ
分
け
式
は
通
ら
な
い
。
耶
業
所
而
度

を
つ
く
る
か
、
国
誕
け
て
い
る
中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し
て
お
く
こ
と
。

0
事
業
主
等
か
ら
従
業
員
の
父
兄
に
対
し
、
時

々
は
文
通
し
て
本
人
の
近
況
を
知
ら
せ
る
こ

と
に
ょ
り
父
兄
、
安
心
し
、
更
に
事
業
所
に

対
す
る
信
頼
祭
強
ま
る
。

0
小
企
業
特
に
住
込
の
場
合
は
、
主
婦
は
主
人

以
上
に
理
解
を
も
ち
、
思
し
や
り
が
必
要
で

あ
る
。

以
上
の
中
に
は
塁
老
の
連
介
会
誘
組
織

に
ょ
つ
て
実
施
す
る
方
か
容
易
で
効
果
の
あ
が

る
場
合
も
あ
る
。
最
近
中
小
傘
の
工
場
、
商

店
連
合
な
ど
が
集
団
求
人
を
す
る
と
か
、
そ
れ

に
伴
な
う
労
働
条
件
の
整
備
改
善
を
図
り
、
ま

た
、
共
同
宿
舎
の
設
置
を
し
て
受
入
体
制
を
整

え
る
等
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た

が
、
こ
れ
ら
は
優
秀
な
従
業
貝
を
一
人
で
も
多

ま
せ
ん
よ
。
」
と
云
う
声
も
き
く
。
言
う
ま
で

も
な
く
我
々
も
決
し
て
同
一
視
す
る
も
の
で
も

又
そ
の
事
情
が
わ
か
ら
な
い
で
も
な
い
が
、
し

か
し
中
小
企
業
で
あ
る
か
ら
、
や
む
を
得
な
い

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
時
代
に
き
て
い
る
こ
と
を

十
分
認
識
し
、
可
能
な
範
囲
で
改
善
向
上
に
努

力
し
な
け
れ
ば
優
秀
な
従
業
員
の
確
保
は
困
難

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
受
入
態
勢
の
改
善
等
を
指
導
す

る
と
、
賃
金
の
引
上
げ
の
み
を
も
つ
て
、
こ
と

足
れ
り
と
す
る
向
が
多
く
あ
る
こ
と
は
困
つ
た

こ
と
で
あ
る
。

2
、
同
姓
の
も
の
か
あ
る
場
合
は
名
前
、
所
属

を
確
め
て
問
聖
ぬ
よ
う
に
。

3
、
指
名
人
が
席
に
い
な
い
時
、
出
来
る
限
り

早
く
連
絡
を
と
る
。

4
、
あ
ま
り
時
間
が
か
か
る
時
に
は
途
中
で
断

わ
る
か
、
一
度
切
つ
て
も
ら
つ
て
か
け
な
お

す
。

5
、
指
名
さ
れ
な
い
時
は
用
件
を
よ
く
聞
い
て

枯
通
し
た
人
に
取
次
ぐ
。

6
、
自
分
の
誕
外
の
こ
と
、
ま
た
は
判
断
し

t

亨

(
く
採
用
し
、
か
つ
、
長
く
働
い
て
も
ら
お
う
と

す
る
努
力
の
現
わ
れ
で
あ
る
。

A
、
電
話
を
か
け
る
前
に
十
分
な
準
備
を

ー
、
相
手
の
番
号
を
は
つ
き
り
確
め
る
。
 
1
間

違
つ
た
り
ま
ビ
つ
く
の
は
時
間
、
の
ム
ダ
で

t
。

2
、
呼
び
出
す
相
手
の
所
属
、
名
前
を
よ
く
調

べ
て
船
く
。

3
、
用
件
の
題
目
、
話
す
内
容
、
順
庁
を
簡
単

に
メ
モ
し
て
船
く
。
 
1
大
事
な
事
を
一
盲
い
忘

電
話
の
か
け
方
、
受
方

時
代
に
即
し
た
近
代
的
職
場
と
な
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ぱ
、
何
時
ま
で
待
つ
て
し
て
も
よ
い

.

(

ナ
ー

後
ま
わ

し
に
な

1
 
●

1
1
/
ー

祐
業
一
牙
誠
陣
叫
.

1
1
^
力
一
^
、
討
、
、
^
:
.
^

(
あ
る
い
は
神
田
の
一
九
五
0
番
で
い
ら
つ

し
や
い
ま
す
か
)
こ
ち
ら
は
旭
工
業
で
ご
ざ

ま
す
。
毎
度
あ
り
が
と
ぅ
ご
、
ざ
い
ま
す
」

い朝
の
九
時
哉
ま
で
は
「
お
早
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
盲
う
。

3
、
話
し
た
い
課
、
人
に
取
次
を
頼
む
。

代
人
に
呼
出
し
て
も
ら
つ
た
時

a
、
相
手
が
出
な
い
中
に
か
わ
る
。

せ
ぬ
よ

1
●
 
1
 
-

、
ク

必
要
な
書
類
、
資
発
ど
を
一
通
り
卓
上

、

に
揃
え
て
お
く
。
 
1
途
中
で
な
ん
度
も
「
少

々
お
待
ち
下
さ
い
」
と
云
わ
な
い
よ
う
に
。

5
、
長
キ
ヨ
リ
電
話
を
か
け
る
時
は
、
予
め
他

に
用
が
な
い
か
確
め
る
。
 
1
 
「
0
0
店
を
呼

ん
で
お
り
ま
す
が
、
他
に
用
件
は
な
い
で
し

よ
う
か
」
と
。

B
、
電
話
の
か
け
方

ー
、
相
手
を
確
め
て

2
、
二
ち
ら
を
名
乗
る
。

呈
H
木
産
業
さ
ん
で
い
ら
つ
し
や
し
ま
す
か

0

4

人
は
集
ま
つ
て
来
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

い

.
0

力2
、
主
ず
こ
ち
ら
の
会
社
名
、
所
属
を
名
乗

る
。
「
む
し
も
し
」
と
出
て
は
い
け
な
い
、

「
旭
工
業
の
人
事
課
で
ご
ざ
い
ま
す
」

3
、
先
方
の
名
前
を
確
め
る
。
「
ど
ち
ら
さ
ま

で
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
か
」

4
、
用
件
を
正
確
に
聞
く
、
「
ど
ん
な
御
用
で

こ
ざ
い
ま
す
か
」

5
、
取
次
を
頼
ま
れ
た
ら
指
名
人
に
じ
ん
速
正

確
に
取
次
ぐ
。

6
、
自
分
に
取
汰
が
れ
た
電
曹
は
待
た
せ
ず

す
ぐ
出
る
。

フ
、
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
に
勝
手
に
答
え
な
い
。

責
任
あ
る
応
答
を
し
ま
し
よ
う
。

8
、
復
唱
す
る
こ
と
。
最
後
に
自
分
の
名
前
を

は
つ
き
り
伝
え
て
船
く
。

D
 
取
次
ぐ
時
に
は

相
手
を
待
た
せ
ぬ
よ
う
じ
ん
速
に
取
次

ー
、

は
、
自
分
が
か
わ
つ
て
か
ら
指
名
人
に
取

炊
を
た
の
む
。

C
、
や
む
を
得
ず
後
か
ら
出
轟
は
丁
寧
に

失
礼
を
わ
び
る
。

4
、
用
件
む
要
領
よ
く
結
楡
と
そ
の
理
由
、
日

時
の
連
絡
、
場
所
の
指
定
、
そ
の
他
必
要
な

こ
と
を
は
つ
き
り
と
話
す
。

5
、
相
手
の
返
事
を
た
し
か
め
る
。

C
、
電
話
が
か
か
つ
て
き
た
ら

ー
、
り
ソ
が
な
つ
た
ら
す
ぐ
出
る
。
必
ず
メ
モ

を
用
意
し
て
。

手
が

先
、目

上

ψ)
ナ
り

の
nl
.

ぐ

〔

0

得
意

12

、

13



力
ね
る
こ
と
は
係
ま
た
は
上
司
に
取
次
ぐ

フ
、
指
名
人
不
在
の
時
は
そ
の
理
由
を
は
つ
き

り
の
べ
、
で
き
れ
ば
何
時
頃
、
何
時
頃
帰
る

予
定
か
も
知
ら
せ
る
。

8
、
伝
言
が
あ
れ
ば
正
確
に
メ
モ
を
と
り
必
ず

張
告
す
る
。

9
、
不
在
中
の
電
活
は
伝
票
な
く
と
も
本
人

ガ
 
k
^
^
^
^
司
^
街
司
る

E
、
問
違
い
の
電
話

ー
、
間
違
つ
て
か
け
た
時
は
丁
寧
に
わ
び
て
静

か
に
後
か
ら
き
る
。
「
失
礼
致
し
ま
し
た
、

問
逸
つ
て
か
か
り
ま
し
た
か
ら
、
お
切
り
に

な
つ
て
下
さ
い
」

2
、
間
達
つ
て
か
か
つ
て
来
'
は
丁
寧
尿

待
す
る
。

「
二
ち
ら
は
旭
工
業
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
間

^
^
^
よ
う
^
一
^
、
^
:
:
:
り
・
^

3
、
係
匙
う
場
合
は
交
換
台
に
言
つ
て
ま
わ

し
て
も
ら
う
か
直
通
な
ら
番
号
を
知
ら
せ
て

か
け
な
お
し
て
も
ら
う
。

F
 
そ
の
他

朋
手
の
話
ガ
わ
力
り
に
く
L
畔
は
粘
通

、

1
し
た
も
の
と
代
る
か
、
後
で
面
接
す
る
よ
う

計
ら
う
。
あ
主
り
な
ん
ど
も
き
き
返
す
の
は

失
礼
で
す
。

2
、
并
叫
か
き
き
と
り
に
く
い
時
は
「
電
話
、
ガ
遠

い
」
こ
と
を
告
げ
て
、
は
つ
き
り
話
し
て
も

ら
う

弐
、

す
で
二
ご
承
知
頂
い
て
お
り
ま
す
様
に
私
は
皆
様
の
船
推
せ

ん
に
ょ
り
新
た
に
副
会
凱
に
就
任
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

も
と
よ
り
そ
の
任
に
あ
ら
ず
と
辞
退
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

足
非
と
の
こ
と
で
浦
引
受
け
す
る
班
に
な
り
ま
し
た
。
身
に

余
る
光
栄
と
し
て
感
敵
に
た
え
ま
せ
ん
、
と
W
に
責
任
の
重

大
さ
を
痛
挟
た
し
て
お
り
ま
す
。
船
引
き
受
け
し
た
以
上
は

粉
骨
砕
身
当
地
産
業
界
発
展
の
た
め
努
力
い
た
t
所
存
で
あ
り

ま
す
。
日
々
変
動
t
る
・
産
業
経
済
界
に
つ
い
て
は
申
し
述
べ
る

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
く
に
木
年
は
昨
年
下
半
期
か
ら
引

統
く
金
融
引
淋
め
政
策
下
に
あ
つ
て
は
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で

と
く
に
時
期
に
適
し
た
施
策
に
留
意
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま

一
一
'

3
、
電
話
が
通
話
中
に
き
れ
た
ら
、
こ
ち
ら
か

ら
す
ぐ
に
か
け
な
お
す
よ
う
に
す
る
。
で
き

れ
ば
別
の
電
話
機
を
使
う
。

4
、
相
手
が
忙
し
そ
う
な
場
合
は
急
用
以
外
は

要
点
だ
け
、
又
は
簡
単
に
話
し
後
で
か
け
直

す
よ
う
に
す
る
。

5
、
相
手
が
無
作
法
で
も
、
こ
ち
ら
は
あ
く
ま

で
親
切
玉
に
。

G
、
話
の
終
り
が
大
切

丁
寧
に
は
つ
き
り
と
快
い
挨
拶
を
す
包

、

1

「
失
礼
致
し
ま
し
た
」
「
あ
り
が
と
ぅ
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ど
ぅ
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
'

ま
す
」
「
ご
め
ん
下
さ
い
」
「
さ
よ
う
な

ら
」
な
ど
。

就
任
に
当
り

交
際
費
は

こ
う
計
算
す
る

2
、
受
話
器
は
先
方
よ
り
後
に
静
か
に
か
け
る

誰
で
も
く
せ
が
あ
る
も
の
で
す
。

く
せ
は
な
か
な
か
自
分
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
悪
い
く
せ
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
み
や
か

に
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
よ
う
。
電
話
は
声
だ

け
で
す
か
ら
、
く
せ
が
あ
る
と
、
相
手
に
強
い

印
象
を
残
し
立
す
。
や
た
ら
に
「
モ
シ
モ
シ
」

を
連
発
す
る
人
。
「
ハ
ア
ハ
フ
」
言
う
人
。
長

々
挨
拶
す
る
人
い
た
ず
ら
に
恐
縮
す
る
人
。

い
つ
も
「
電
話
で
失
礼
」
を
言
う
人
。
大
声
を

出
す
人
な
ど
。
電
話
の
応
答
に
不
要
な
も
の
は

の
ぞ
き
ま
し
よ
う
。

そ
し
て
正
し
い
方
法
で
、
相
手
に
喜
ば
れ
る

よ
う
な
電
話
法
が
で
き
る
よ
う
、
も
う
一
度
自

分
の
日
常
を
ふ
り
か
え
つ
て
み
ま
し
よ
う
。

す
。
穩
商
工
会
議
票
取
組
む
べ
き
問
題
は
幾
多
山
積
し
て

船
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
も
真
剣
に
取
組
み
地
域
経
済

振
興
に
尽
し
全
国
水
準
に
一
歩
で
も
近
づ
く
様
大
い
に
努
力
を

払
い
度
い
と
存
じ
ま
す
。
元
よ
り
会
議
所
の
円
満
な
る
運
営
の

為
に
は
会
頭
を
中
心
に
議
員
会
員
が
一
致
恊
力
し
て
使
命
に
邁

進
す
る
事
が
要
訣
で
あ
る
と
考
え
主
す
。
各
位
の
心
か
ら
な
る

御
協
力
を
船
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

何
卒
議
員
謂
彦
を
始
め
会
員
各
位
の
今
後
一
層
の
御
支
援
御

鞭
推
を
賜
り
庄
す
様
お
願
い
致
し
ま
し
て
就
任
の
御
挨
拶
と
致

し
主
す
。

小
山
栄
三
郎

無
駄
口
を
封
じ
て

勤
務
に
精
を
だ
さ
せ
た
い

【
問
】
私
の
亊
務
所
で
は
九
時
出
勤

で
t
が
、
従
業
員
は
つ
ま
ら
ぬ
世
冏

"
ど
で
二
三
十
分
は
無
駄
に
時
問

を
使
V
什
事
に
か
か
る
の
は
九
噛
半

を
過
ぎ
て
か
ら
で
、
そ
の
く
せ
仕
事
が
間
に
合

わ
ぬ
と
い
つ
て
は
残
業
を
し
ま
す
。
こ
の
悪
習

を
矯
正
す
る
力
法
は
な
い
も
の
で
し
よ
う
か

【
体
品
朝
の
竝
、
能
率
の
あ
が
る
時
の
二
、
三

十
分
は
、
タ
方
五
叶
過
ぎ
の
一
時
間
に
匹
敵
す

る
こ
と
を
老
え
れ
ぱ
、
こ
れ
を
矯
正
L
た
い
と

老
え
ら
れ
る
の
は
Ⅷ
熊
の
こ
と
と
恩
い
ま
t
が

し
か
し
、
あ
る
面
か
ら
考
え
ま
す
と
、
こ
の
朝

の
二
、
三
十
分
の
世
間
話
が
仕
事
に
は
い
る
前

の
気
^
拡
^
と
な
り
、
什
^
に
刈
す
る
ウ
ォ
ー

ミ
ソ
グ
ァ
ツ
プ
と
も
な
る
こ
と
も
あ
り
主
す
。

な
船
こ
の
ほ
か
、
こ
の
二
、
三
十
分
の
時
間

の
お
し
や
べ
り
は
、
従
業
員
間
の
相
互
理
解
を

深
め
、
彼
等
の
朋
に
親
一
哉
を
柚
え
つ
け
、
ひ

い
て
は
彼
等
の
問
の
団
結
心
や
会
社
へ
の
婦

騨
綴
の
強
化
に
役
立
つ
て
V
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
し
、
更
に
は
こ
の
暗
倫
し
を
通
じ
て
外

而
化
と
い
つ
て
各
誓
欲
求
不
満
を
発
散
し
、

ひ
V
て
は
こ
れ
が
仕
事
の
能
率
低
下
を
防
止
し

て
い
る
等
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
 
V
ち
、
ガ
い
に

こ
れ
を
悪
習
と
考
え
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ

と
は
角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す
と
い
つ
た
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
仕
事
に
そ
れ
ほ
ど
支

障
を
き
九
ざ
ぬ
限
り
、
矯
正
は
思
い
と
ど
ま
れ

r

,
つ
き
あ
い
な
ら
家
で
も
焼
く
*
と

い
う
舌
葉
が
あ
る
が
、
交
際
は
社
会

生
活
上
む
事
業
零
上
、
欠
か
せ
ぬ

も
の
で
あ
る
。
今
円
で
は
、
会
社
が

役
員
議
員
異
動
(
敬
称
堕

(
た
ほ
う
、
ガ
よ
い
力
と
思
い
主
す
。

し
か
し
、
ど
ぅ
し
て
も
仕
事
に
支
障
を
き
た

す
と
い
う
の
な
ら
ば
、
矯
正
も
必
要
な
こ
と
は

当
然
で
t
が
、
こ
の
矯
正
方
法
は
、
そ
の
ナ
虚

と
な
つ
て
い
る
こ
と
の
み
を
従
業
員
に
ょ
く
説

明
し
、
そ
の
解
決
法
に
つ
い
て
は
従
業
員
廷
決

め
さ
せ
る
と
い
う
廷
諾
な
指
導
法
を
と
る
こ

と
、
^
^
^
^
、
^
Ⅷ
,
凹
^
^
^
^
^
^
^
う
力
ら

「
朝
だ
ら
だ
ら
し
す
ぎ
る
」
と
か
「
朝
す
ぐ
仕

事
に
か
か
れ
ば
残
業
し
な
く
て
も
す
む
」
と
し

つ
た
よ
う
な
こ
と
を
口
に
t
れ
ば
発
ど
の
場

合
、
矯
正
は
成
功
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

副
会
頭
小
山
栄
元

常
議
員
加
藤
泰
次

店
長
)

議
員
田
中
和
弥

常
務
取
締
役
)

秋
山
旗
治

ク

店
長
)

鈴
置
民
男

ク

店
長
)

大
畑
浅
治
郎

ク

者
)

三
六
・
四
・
一
以
降

開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら

昭
三
七
、
一
、
二
六
就
任

(
関
西
電
力
(
株
)
奈
良
支

昭
三
七
、
一
、
二
六
就
任

(
ト
リ
ー
ム
ラ
ソ
ド
(
株
)

昭
三
七
、
一
、
二
六
就
任

(
日
本
通
運
へ
株
)
奈
良
支

昭
三
七
、
四
九
就
任

(
野
村
証
券
(
株
)
奈
良
支

昭
三
六
、
三
、
-
 
0
就
任

久
資
)
野
口
百
貨
店
代
表

昭
三
七
、
五
、
一
四
就
任

.

を
も
つ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
つ
て
い
ま

す
。
そ
の
三
つ
と
は
、
製
品
そ
の
も
の
の
本
質

的
魅
力
。
広
告
す
る
も
の
の
商
品
価
値
、
製
品

名
、
会
社
名
の
も
つ
魅
力
だ
そ
う
で
す
。

第
二
に
重
要
な
こ
と
は
、
広
告
そ
の
も
の
が

そ
な
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
三
条
件
で
。

(
イ
)
興
味
を
も
つ
て
見
ら
れ
毓
ま
れ
聞
か
れ

る
こ
と

(
巳
広
告
内
容
を
相
手
に
ょ
く
納
得
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
C
 
見
や
す
い
、
註
や
す
い
、
聞
き
や
す

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
三
条
件
を
そ
な
え
た
も
の
を
、
読
み
、

(

4

も
つ
と
も
効
果
的
な

広
告
の
条
件
は
な
ん
で
す
か

.

.

.

.

.

.

.

.

【
問
】
広
告
に
必
発
効
果
的
な
条

件
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
り
主
L

二

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

安
昆
力
、
う
か
し
い
質
問
で
す
か
、

広
告
の
権
威
の
ク
ラ
イ
ド
・
、
ベ
ル
デ
縄
が
面

白
い
の
で
、
ま
ず
こ
れ
か
ら
紹
介
し
ま
し
よ

副
会
頭

(
2
)
シ
ソ
、
ボ
ル
や
ト
レ
ー
ド
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ー

の
利
用
漫
画
等
の
商
標
人
物
や
商
標
動
物
な

ど
が
こ
れ
で
、
石
鹸
菓
子
、
歯
み
が
き
、
ラ

ジ
ナ
な
ど
で
ょ
く
み
か
け
ま
す
。

(
3
)
表
現
に
斬
新
さ
を
契
す
る
・
・
・
一
時
証

券
会
社
の
使
つ
た
銀
行
よ
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
と
い

つ
た
標
訣
や
某
社
の
「
T
を
飲
ん
で
ハ
ワ
イ

へ
行
こ
う
」
等
の
宣
伝
文
句
、
変
つ
た
形
の

ネ
オ
ソ
塔
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

(
4
)
良
い
連
想
を
浮
、
ば
せ
る
よ
う
に
す
る
。

家
蔀
十
希
苦
R
 
誠
実
と
し
つ
た
央
、

こ
と
、
楽
し
い
こ
と
を
連
恕
さ
せ
る
よ
う
な

写
真
や
言
葉
を
用
い
る
こ
と
で
、
ニ
コ
一
三

投
0
信
0
と
か
可
愛
い
い
玉
の
写
真
な
ど

は
こ
れ
に
当
た
り
ま
し
よ
う
。

(
5
)
く
り
返
し
て
印
象
を
強
め
る
・
:
道
路
の

両
側
に
同
じ
広
告
を
つ
、
づ
け
て
出
し
て
あ
る

こ
と
か
ら
ネ
オ
ソ
の
同
じ
動
作
の
く
り
返
し

な
ど
ま
で
皆
こ
の
原
則
に
ょ
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的

な
こ
と
は
こ
う
し
た
こ
と
で
し
よ
う
。

う

聞
き
し
て
も
ら
い
た
い
相
手

に
タ
イ
ミ
ソ
.
ク
よ
く
」
仏
く
し

ら
せ
る
こ
と
念
要
で
あ
り

竺
と
し
て
、
広
告
の
あ

と
の
活
動
す
な
わ
ち
セ
ー
ル

0

ス
。
フ
ロ
モ
ー
シ
ヨ
ソ
と
セ
ー

ル
ス
マ
ソ
活
動
を
活
発
に
す
る
こ
と
や
。
ハ
プ
リ

、
ソ
テ
ィ
を
よ
く
し
、
マ
ス
コ
ミ
を
有
利
に
利
用

す
る
こ
と
だ
そ
う
で
t
。

こ
れ
だ
け
の
こ
と
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
広
告

の
効
果
は
望
め
な
い
と
い
つ
て
し
ま
す
。

次
に
心
理
学
者
辻
の
研
究
に
ょ
れ
ば
広
告
に

興
味
と
注
意
を
ひ
か
せ
、
さ
ら
に
そ
の
広
告
に

よ
り
購
買
意
欲
を
兆
こ
さ
せ
る
た
め
に
は
、

(
1
)
権
威
の
利
用
・
・
・
国
の
検
定
、
 
J
1
S
と

い
つ
た
一
般
に
信
用
の
あ
る
事
実
の
利
用
や

有
名
人
や
映
画
ス
タ
ー
等
の
写
真
や
批
評
、

推
薦
の
詐
な
ど
の
利
用
で
、
茶
品
、
鉛
筆
、

化
粧
品
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
て
し
立
す
。

ベ
ル
デ
の
研
究
に
ょ
り
ま
す
と
、
主
ず
第
一

に
翫
発
の
は
広
告
す
る
木
条
三
つ
の
魅
力

.

零.
〆・・
^....■

<・・・

゛

事謡拘1 1、
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班
業
上
の
つ
き
あ
い
の
た
め
に
戈
払
う
」
際
費

^
^
当
な
^
に
^
り
、
ι
^
、
^
^
^
^
の
^
^

で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
広
く
関
心
を

呼
ん
で
い
る
。
と
こ
ら
で
、
昭
和
三
十
六
年
の

法
人
税
法
の
改
正
で
は
、
交
際
費
の
税
務
計
算

の
一
都
を
改
め
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以

難
に
始
ま
る
辨
業
年
度
か
ら
適
用
す
る
こ
と
に

な
つ
た
。
一
年
に
一
回
、
三
月
を
決
算
期
と
す

る
法
人
で
い
ぇ
ば
、
木
年
三
月
の
決
祭
ら
、

新
し
い
方
法
で
交
際
費
を
計
罪
す
る
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
今
月
は
、
中
小
法
人
に
関
係
の
深

い
L
際
賀
の
税
務
計
せ
つ
い
て
参
考
に
供
し

の
あ
る
も
の
と
し
て
広
告
宣
伝
費
に
な
る
。
ま

た
、
歳
憂
中
元
の
た
ぐ
い
で
も
、
カ
レ
ソ
タ

手
帳
、
扇
子
な
ど
の
金
額
の
少
な
い
も
の
.

、
を
配
つ
た
場
合
は
広
告
宣
伝
と
な
り
、
交
際
費

と
は
な
ら
な
い

さ
ら
に
得
意
先
に
金
品
を
渡
し
た
場
合
に
は

そ
の
金
頴
鳶
儿
上
品
に
比
例
し
て
い
る
と
き
は

り
べ
ー
ト
と
な
り
、
比
例
し
て
い
な
い
と
き
に

限
り
交
際
費
と
し
て
経
埋
さ
れ
る
こ
と
に
な

一
、
手
税
竺
い
、
2
際
賀
と
は
、
一

作
ど
ぅ
い
う
も
の
か
。
会
社
が
鴛
完
そ
の
他

事
業
に
関
係
の
あ
る
者
に
対
し
て
、
接
待
き
ょ

う
占
、
慰
安
製
'
る
い
は
こ
れ
ら
に
頌
す

る
行
為
の
た
め
に
費
用
を
か
け
た
場
合
に
は
、

そ
の
費
用
の
名
貝
か
ど
ぅ
あ
ら
う
と
、
」
際
賀

と
い
う
こ
と
こ
な
る
口
^
体
的
こ
い
え
、
ま
得

惹
先
を
温
泉
旅
行
に
招
待
し
た
と
き
の
費
用
、

歳
暮
、
中
元
な
ど
贈
杓
を
し
た
と
き
の
費
用
、

あ
る
い
は
品
不
足
の
商
品
を
ま
わ
し
て
も
ら
う

た
め
に
仕
人
先
を
枯
屋
に
呼
ん
で
も
て
な
し

た
と
き
の
豊
用
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
交
際
費
と

な
る
。
だ
が
,
挺
滕
~
は
、
そ
の
費
用
が
交
際
費

に
な
る
か
ど
ぅ
か
、
判
定
の
む
ず
か
し
い
行
為

が
帯
に
多
い
。
た
と
え
ば
不
特
定
多
数
の
消

鬢
者
を
抽
述
な
ど
に
ょ
つ
て
、
外
国
旅
行
に
招

待
す
る
と
し
う
場
合
に
は
、
広
告
宣
伝
豊
凶

汽
梨

商
工
業

司
る
大

会
員
増
加
運
動
に
御
協
力
下
さ
い
老
の
皆

)
二
ま

さ
ん
の

全
市
商
工
業
者
の
団
結
と
共
岡
こ
そ
が
必
倣
藁
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
か
、
ま
た

要
で
あ
り
、
そ
の
結
集
の
場
こ
そ
、
鶚
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
は
事
誰
展
の
た
め

綜
合
経
済
団
体
と
し
て
の
商
器
俳
で

に
、
い
か
に
商
工
会
議
所
を
利
用
す
る
べ

あ
り
、
そ
の
組
織
の
力
を
発
揮
す
る
誌
き
か
、
な
ど
ご
吹
雫
さ
つ
て
、
一
人
で

と
な
る
も
の
は
会
員
の
倍
加
で
あ
る
」
と
む
多
く
の
会
員
を
増
や
す
こ
と
に
ご
協
力

△
頁
倍
加
運
動
の
提
唱
が
あ
り
、
満
場
の
下
さ
い
ま
す
様
に
御
願
い
申
し
上
げ
ま

賛
成
を
得
て
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
す
。
な
お
会
員
加
入
の
件
に
つ
き
ま
し
て

た
。
こ
の
決
議
の
茶
と
し
て
、
本
所
で

は
御
手
数
で
す
が
、
丕
黒
務
部
(
電
六

は
重
大
使
命
の
完
遂
を
す
る
体
制
を
と
と
 
0
七
七
)
ま
で
ご
器
下
さ
い
。
係
員
が

の
え
る
た
め
「
多
く
の
会
旦
大
き
な
ご
船
介
先
へ
参
上
属
明
申
し
上
げ
主

力
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ソ
の
も
と
に
大
々
的
に

す
。

、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
t
 
1
 
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
亀

ニ
、
で
は
次
に
、
交
際
費
の
法
人
税
計
算
は

ど
ぅ
な
る
の
か
。
会
社
が
支
出
す
る
交
際
費
は

従
米
資
本
金
一
千
万
円
以
上
の
法
人
に
つ
い
て

だ
け
損
金
算
入
の
規
制
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
以
外
の
法
人
に
は
全
額
が
損
金
に
腎
ら

れ
て
い
た
。
昭
和
三
十
六
年
の
税
法
改
正
で
は

こ
の
点
を
改
め
て
、
資
本
金
額
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
次
の
方
法
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
。
す
な
わ
ち
、
支
出
し
た
交
際
費
の
額
が
自

己
資
本
金
額
の
千
分
の
一
の
金
額
と
、
年
三
百

万
門
と
の
合
計
額
(
事
業
年
度
が
半
年
の
法
人

は
、
こ
の
合
計
額
の
半
分
の
額
を
こ
え
な
い
で

部
分
は
、
そ
の
全
頴
を
摸
金
と
認
め
ら
れ
、
こ

れ
を
こ
え
る
部
分
は
、
そ
の
分
だ
け
損
金
に

麟
る
こ
と
に
な
る
。
従
つ
て
、
自
己
資
本
金

額
百
万
円
の
一
年
決
算
法
人
な
ら
、
交
際
費
の

額
が
三
百
万
一
千
円
を
こ
え
る
と
、
そ
の
播

頴
の
二
割
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
る
勘
定
で
あ

る

経
営
指
導
員
分
担
决
る

何
卒
御
利
用
下
さ
い

国
の
方
針
に
ょ
つ
て
全
国
各
地
の
商
工
会
議

所
と
商
工
会
に
昨
年
か
ら
中
小
企
業
専
門
の
相

訊
箔
導
に
従
事
す
る
「
経
営
指
導
員
」
が
鴬
力

れ
て
い
ま
す
。
当
会
議
所
に
も
四
名
常
置
し
、

窓
口
相
談
は
勿
論
、
定
期
的
に
出
張
も
実
施
し

て
金
融
、
税
務
、
経
理
そ
の
他
商
取
引
等
い

ろ
い
ろ
の
問
題
に
つ
い
て
御
相
詮
応
じ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
程
次
の
様
に
地
区
の
分
担
が
定

ま
り
ま
し
た
の
で
、
ど
ぅ
ぞ
御
遠
慮
な
く
御
活

用
願
い
ま
す
。
又
文
晝
需
に
て
も
結
構
で

す
。
(
地
区
に
つ
い
て
は
、
七
頁
参
照
)

0
木
戸
指
導
員
 
A
地
区

0
中
村
指
導
貝
 
B
地
区

0
松
田
指
導
員
 
C
地
区

0
岡
本
指
導
員
 
D
地
区

書
写
能
力
検
定
試
験

各
級
位
合
格
の
程
度

各
級
位
合
格
の
程
度
は
次
の
と
お
り
と
す

る
。
前
記
「
検
定
試
験
の
種
目
、
程
度
」
を
参

考
に
し
て
、
受
験
の
級
位
玉
定
す
る
こ
と

七
級
書
写
の
入
門
程
度
(
小
学
校
上
学
年
程

度
)

裂
書
写
能
力
の
や
や
進
ん
だ
段
階
(
中
学

校
初
歩
の
程
度
)

五
級
害
写
能
力
の
さ
ら
に
進
ん
だ
段
階
で
、

書
式
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
の
理
解
を

も
つ
、
の
(
中
学
校
の
普
通
程
度
)

四
級
書
写
能
力
の
い
つ
そ
う
進
ん
だ
段
階

で
、
さ
ま
、
ざ
ま
な
形
式
の
書
写
に
つ
い

て
、
一
応
こ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
る

、
も
の
(
中
学
校
の
上
位
、
高
等
学
校
の

商
店
戦
国
時
代

あ
る
週
認
が
現
代
に
お
け
る
買
駒
心
理
の

世
代
に
ょ
る
述
い
に
つ
い
て
書
い
て
V
た
が
、

そ
れ
に
ょ
る
と
、
四
十
代
は
◇
ま
で
あ
つ
た
商

品
し
か
知
ら
な
い
。
三
十
代
は
新
し
い
商
品
に

対
し
て
懐
疑
的
な
と
こ
、
?
か
あ
り
、
二
十
代
が

そ
れ
に
も
つ
と
も
積
極
的
に
と
び
つ
く
と
い

C

う
0

(

そ
れ
は
各
世
代
が
現
代
に
処
し
て
い
る
生
き

方
全
体
に
つ
い
て
も
、
そ
う
い
え
そ
う
で
あ

る
。

新
時
代
は
若
い
人
た
も
と
最
も
む
す
び
つ
い

て
い
る
が
、
住
生
活
の
や
む
を
え
な
い
変
化

は
、
古
い
世
代
の
人
た
ち
、
次
第
に
新
L
い

生
活
の
方
へ
ひ
き
こ
み
つ
つ
ぁ
る
と
い
う
ご
と

は
い
え
よ
う
。

た
し
か
に
、
わ
れ
わ
れ
の
身
辺
の
生
活
は
、

い
つ
の
ま
に
か
す
つ
か
り
変
つ
て
し
主
つ
た
。

十
年
前
と
く
ら
べ
る
と
、
芋
ノ
の
よ
う
な
違
い

だ
。
考
え
力
が
変
り
、
風
俗
が
変
り
、
買
う
も

の
が
変
つ
て
き
た
。

買
う
人
が
変
つ
て
く
れ
ば
、
こ
れ
を
売
る
商

店
(
小
売
店
)
の
方
は
変
ら
ぬ
わ
け
が
な
い
。

家
庭
電
化
ブ
ー
ム
に
乗
つ
て
、
電
気
器
具
は

す
ご
い
勢
い
で
仲
び
て
い
る
が
、
電
気
ガ
ヤ
の

売
れ
ゆ
き
が
よ
い
た
め
に
、
在
来
の
カ
マ
が
売

れ
な
く
な
り
、
電
気
コ
タ
ツ
が
出
た
た
め
に
、

い
ま
ま
で
の
ヤ
グ
ラ
ニ
ツ
が
打
撃
を
受
け

普
通
程
度
)

三
級
際
止
人
.
ム
に
お
け
る
実
用
的
な
書
写
場

面
に
応
じ
て
相
当
程
度
こ
れ
を
書
き
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
(
高
等
学

校
上
位
程
度
)

二
級
実
際
社
会
に
お
け
る
実
用
な
ら
び
に
芸

術
的
な
書
写
場
面
の
す
べ
て
に
応
じ
て

大
体
こ
れ
を
書
き
こ
な
す
こ
と
が
で
き

る
程
度

一
級
実
際
社
会
に
お
け
る
実
用
的
な
ら
び
に

芸
術
的
な
ど
ん
な
書
写
場
面
に
応
じ
て

も
、
こ
れ
を
じ
よ
う
ず
に
書
き
こ
な
し

得
る
程
度
(
書
道
教
師
程
度
)

さ
ら
に
電
気
フ
ラ
イ
。
ハ
ソ
が
鍋
(
な
べ
)
を

食
い
、
電
気
冷
蔵
庫
の
進
出
で
氷
冷
蔵
庫
の
売

れ
行
き
が
頭
打
ち
し
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
の
増
加

に
暖
冬
も
手
伝
つ
て
、
木
炭
や
火
ば
ち
、
だ
る

ま
ス
ト
ー
ブ
の
売
れ
行
き
が
ガ
タ
落
ち
に
な
つ

い
ま
ま
で
金
物
屋
や
荒
物
屋
に
な
ら
ん
で
い

た
も
の
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
雷
気
器
具
店
に
お
客

を
奪
わ
れ
て
い
る
。
金
物
屋
に
残
つ
た
各
種
の

金
物
も
、
片
つ
.
は
し
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
製
に

変
つ
て
ゆ
き
、
こ
の
分
で
は
、
「
金
杓
屋
」
と

い
う
見
慣
れ
た
店
が
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
話
ま
で
あ
る
。

食
生
活
の
変
化
に
と
も
な
つ
て
、
洋
菓
子
店

の
売
上
げ
が
増
え
、
そ
の
反
面
和
菓
子
が
減
る

傾
向
が
あ
り
、
古
い
歴
史
を
も
つ
た
有
名
和
菓

子
店
が
年
々
没
落
し
て
ゆ
く
。

肉
屋
の
数
欝
え
て
従
来
の
食
料
品
店
、
乾

物
屋
の
領
分
を
侵
す
と
と
も
に
、
ト
ソ
カ
ツ
、

サ
ラ
グ
、
コ
ロ
ツ
ケ
ま
で
並
べ
て
モ
ダ
ソ
お
か

ず
屋
と
な
り
、
共
か
せ
ぎ
の
夫
婦
な
ど
に
受
け

て
い
る
。

反
面
魚
屋
の
数
が
減
り
つ
つ
ぁ
り
、
八
百
屋

も
果
物
が
よ
く
売
れ
て
、
果
物
店
化
し
て
い
つ

て
い
る
傾
向
で
、
純
粋
な
青
物
屋
と
し
う
も
の

か
少
な
く
な
つ
て
き
て
い
る
。

む
か
し
な
が
ら
の
呉
服
屋
が
斜
陽
化
し
て
、

高
級
品
を
扱
う
店
だ
け
が
残
り
、
既
製
服
の
発

展
で
注
文
服
店
が
減
り
、
.
注
文
服
店
の
多
く
が

既
製
服
兼
注
文
服
店
に
な
つ
て
い
る
と
い
う
。

わ
れ
力
れ
の
毎
日
見
償
れ
希
の
商
店
は
、

い
つ
、
変
ら
ぬ
姿
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
み
ぇ

て
、
そ
の
実
、
い
ま
や
大
変
な
戦
国
時
代
に
突

入
し
て
し
ま
つ
て
い
る
。

い
つ
ま
で
、
今
ま
で
の
製
口
叩
だ
け
に
か
じ
り

(

、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
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、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー
ー

か
ね
が
ね
当
所
で
は
、
商
工
会
誠
所
は
会
員
倍
加
運
動
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

会
員
団
体
で
あ
り
、
多
く
の
会
員
に
ょ
つ

て
雑
持
さ
れ
、
多
く
の
脊
ル
を
集
め
て
強

そ
こ
で
△
吾
貝
の
呰
さ
ま
に
一
つ
船
願
い

力
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
市
内
の
お
取
引
先
あ
る
い
は
同
業

事
で
あ
る
と
し
て
、
△
召
貝
の
増
加
に
務
め

て
お
り
主
し
た
が
、
ご
一
県
の
通
り
去
る
者
の
方
々
で
ま
だ
木
所
の
△
吾
貝
に
な
つ
て

四
月
四
日
の
否
商
工
会
辧
創
立
十
五
お
ら
れ
な
い
方
力
上
人
で
も
ご
紹
介
下

周
年
黒
会
員
大
会
の
席
上
に
於
て
、

さ
し
。
ま
た
是
非
会
員
に
加
入
す
る
よ
う

「
商
工
業
界
に
と
つ
て
魁
山
積
の
折
柄
、
お
口
添
え
頂
き
度
い
と
思
い
ま
す
。

我
々
商
工
業
者
の
民
主
的
且
つ
大
多
数
意

本
所
が
よ
り
一
居
の
奈
良
の
発
展
を
念

見
で
あ

願
し
て

つ
い
て
い
る
商
店
壽
陽
化
し
、
店
を
閉
じ
て

い
る
。
ど
ん
ど
ん
新
製
品
を
扱
つ
て
ゆ
く
商
店

急
速
に
伸
び
て
い
る
。

゛
ユ
、
力

ア
メ
リ
カ
で
は
、
毎
年
全
尖
店
の
一
割
に

あ
九
る
数
の
店
が
店
を
閉
じ
、
そ
れ
に
近
い
新

興
商
店
が
生
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
わ
が

国
で
も
こ
の
よ
う
な
急
激
な
変
化
が
、
こ
こ

一
、
二
年
の
問
に
本
格
化
し
て
き
た
よ
う
だ
。

■
論
一
人
が
少
な
く
と
も
一
人
を
奈
§

る
0
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一
、
建
議
・
意
見
活
動

昭
和
三
十
七
年
度
政
府
関
係
中
小
企
業
念
接
関
に
対
す
る

財
政
技
融
資
の
N
額
方
陳
占
打
庖

映
恬
先
器
、
大
蔵
谷
大
臣
、
田
中
自
民
党
政
羽
会
長

岡
木
自
民
党
商
工
部
長

②
二
月
十
五
日

県
及
余
良
小
の
商
工
行
政
に
関
し
て
要
望
戀
談

要
望
先
奈
良
県
知
事
、
奈
良
市
長
、
当
所
、
大
森
会

頭
、
河
貪
吉
川
、
小
山
各
副
会
頭
、
中
村
専

莇
理
那

コ

.
に

少
口

テ
ー
マ
観
光
土
'
器
の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
・
デ
ザ
イ
ソ

に
つ
い
て
、

陀
冉

師
奈
良
県
技
師
間
瀬
謹
平
氏

一
宅
口テ

ー
マ
観
光
士
器
の
品
質
管
理
に
つ
い
て

苗

奈
良
保
健
所
佐
藤
衛
生
課
長

師

ニ
,
ロテ

ー
ヤ
観
光
士
産
品
の
在
り
方

講
師
奈
良
市
観
光
商
工
課
長
松
田
又
次
氏

受
'
者
二
五
名

一
打
二
十
四
日
、
改
正
交
通
法
規
究
研
会
、
於
自
動
車
会
館

テ
ー
マ
自
動
車
取
締
法
規
の
改
正
点
に
つ
い
て

嵒

師
奈
良
警
察
署
長
吉
原
定
一
氏

号
一
Π

r

受
講
者
一
五
名

一
月
二
十
七
日
、
雇
用
問
題
研
究
会
、
於
当
所

テ
ー
マ
求
人
及
屈
用
充
足
の
情
勢
に
つ
い
て
、

師
奈
'
業
安
定
所
木
継
業
課
長

ι]一. n受
講
者
-
0
名

二
月
一
日
、
工
業
経
営
セ
ミ
ナ
ー
、
於
当
所

テ
ー
マ
エ
場
財
務
の
考
え
方
、
生
産
備
と
生
産
管
理

博

師
経
望
松
井
重
行
氏

一
一
口受

講
者
二
0
名

二
月
二
日
、
商
業
響
セ
ミ
ナ
ー
、
於
当
所

テ
ー
マ
商
店
経
券
目
の
つ
け
ど
こ
ろ
店
員
の
待
遇
と

そ
の
扱
い
方

講
師
経
営
士
松
村
重
行
氏

受
講
者
二
五
名

二
月
十
二
日
、
十
九
日
、
商
店
従
業
員
接
遇
訓
練
講
座
於
当
所

テ
ー
マ
買
物
の
傾
向
と
応
接
の
仕
方
、
包
装
の
仕
方
と
代

金
の
受
取
方

飢

師
阪
急
百
貨
店
教
養
課
長
小
路
福
松
氏

一
言
昌受

講
者
四
二
名

二
月
十
二
、
十
四
十
六
、
十
九
、
二
十
一
、
二
十
三
日

⑧
三
月
七
U

国
鉄
奈
良
噐
広
場
拡
張
栃
工
事
、
関
西
本
線
及
奈
良
線

の
復
線
、
電
化
俳
万
菱
望

器
1
先
田
鉄
天
t
盆
局
長
、
当
所
大
森
会
頭
、

古
川
副
会
頗
、
交
通
、
観
光
各
部
会
長

ニ
、
調
査
、
研
究

毎
河
十
五
日
現
在

奈
良
市
内
小
売
物
価
凋
査
(
一
七
二
品
目
)

配
布
先
日
商
、
全
国
商
工
会
議
所
、
市
内
各
新
聞
社

三
、
講
習
会
研
修
会
等

一
月
十
七
日
、
観
光
土
器
に
つ
い
て
の
講
習
会
、
於
当
所

チ田

各
種
検
定
試
験
の

実
施
予
定
期
日

、d谷ト「

Ⅱ

簿
髪
學
校
削
設
、
於
当
所

論
座
内
容
複
式
簿
男
実
務

講
師
奈
良
商
工
高
等
学
校
藤
本
需

受
講
者
五
十
六
名
念
ス
弦
了
者
四
三
名
)

二
打
十
六
日
売
掛
代
金
回
収
講
座
、
於
当
所

テ
ー
マ
貸
倒
れ
の
防
ぎ
方
、
売
掛
金
管
埋
、
代
金
回
収
の

技
術

誠
師
日
木
ビ
ジ
ネ
ス
社
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
上
Ⅲ
八
朗
氏

受
誥
者
三
六
名

二
月
二
十
二
日
、
税
務
M
会
、
於
当
所

テ
ー
マ
所
得
税
確
定
申
告
に
つ
い
て

講
師
奈
良
税
務
所
主
税
課
長
佐
藤
和
夫
氏

徴
収
課
長
小
泉
健
蔵
氏

ク

テ
】
マ
事
業
税
の
申
告
制
度
に
つ
い
て

師
奈
良
県
税
事
務
"
市
業
税
係
長
中
村
正
一
氏

品一τ."
二
月
六
、
七
、
ハ
、
十
二
、
十
四
日
、
於
当
所

T
 
・
 
W
 
・
 
1
 
人
の
扱
い
方

偉

師
ト
レ
ナ
ー
松
付
愽
司
氏

て
Ⅱ受

講
者
-
0
名

二
月
十
六
、
十
九
、
二
十
一
、
二
十
三
、
二
十
六
日
、
於
当
所

仕
事
の
教
え
方

師
ト
レ
ナ
ー
米
田
、
炎

'一」ヨ"受
講
者
-
0
名

受
群

二
月
八
Π
、

訓
究
会

゛
ー
ー
ー
ー

ニ
'
U
:
,
'
,
孕
長
吉
口
免
氏

師

'一Πd
需
者
二
三
名

三
打
六
口
、
幟
場
の
蟷
人
の
導
き
方
彫
、
於
当
所

講
師
大
俗
社
会
班
業
短
捌
大
学
教
授
伊
藤
博
氏

澪
.
叫
者
二
五
名

三
村
七
U
 
丁
業
技
術
渦
武
会
人
ハ
春
Π
町
莊

テ
ー
一
、
新
し
い
建
築
構
譜
つ
い
て

講
師
大
阪
大
学
工
需
教
授
奥
島
正
一
氏

テ
ー
一
、
.
建
築
用
粘
士
1
つ
い
て

4

奈
央
工
父
試
數
拶
技
柳
、
西
城
兇
氏

]

-
U

「

受
講
者
二
五
名

三
月
十
五
H
、
上
手
な
資
金
の
偕
り
力
講
習
人
气

孤
師
協
和
銀
行
奈
良
支
店
長
伊
際
正
打
氏

市
需
老
二
0
名

三
児
一
、
三
、
五
、
七
、
九
 
T
 
・
 
W

於
ψ
点
肋

.
ー

仕
事
の
教
え
方

師
ト
レ
ナ
ー
米
山
実
氏

訓゛
需
者
-
0
名

三
月
十
二
、
十
三
、
十
五
、
十
六
、
十
九
U
、

人
の
扱
い
方

師

ト
レ
ナ
ー
米
田
実
氏

誥d
需
者
-
0
名

三
打
二
十
、
二
十
二
、
二
十
四
、
二
十
七
、
二
十
九
日

改
善
の
仕
方ト

レ
ナ
ー
加
藤
俊
次
氏

師

講叉
勢
一
四
名

四
、
商
工
技
術
検
定

二
月
十
一
日
、
第
四
十
四
回
珠
鞍
定
試
験

条
良
商
工
高
校
高
田
珠
筆
校
大
宇
陀
中
学
校

3
級

1
級
 
2
級

八
三
四
一

五
五

ぜ
義
者
八
0
 
二
四

、

二
五
三
四
二

三
七
五

合
格
者
八

合
勲
-
0
%
三
%
四
二
%

三
四
%

二
0
名

商
店
関
係
道
路
交
通
法
規
、
広
告
酒
板
条
例
解
説

1

,
寸1

0
簿
記
検
定

第
十
六
回
六
月
十
日
(
第
二
日
冊
)

第
十
七
回
十
一
月
十
八
日
(
第
三
日
暇
)

0
計
算
尺
検
定

第
十
三
回
六
月
三
日
(
第
一
日
昭
)

第
十
四
回
十
二
月
二
日
(
第
一
日
耀
)

0
珠
算
検
定

第
四
十
五
回
六
打
二
十
四
n
 
(
第
四
口
雌

第
四
十
六
回
十
月
二
十
八
Π
(
第
四
H
躍
)

第
四
十
七
回
三
十
八
年
二
月
十
日
(
竺
日
肌
)

0
事
務
職
員
検
定

第
二
回
九
河
二
十
三
日
又
は
三
十
Π

0
書
写
能
力
検
定

三
回
六
月
十
七
日
(
讐
日
腿
)

第0競
技
大
会

第
十
六
回
国
民
珠
磊
技
大
会
五
月
二
十
日
璽
可
曜
)

第
六
回
計
算
尺
競
技
大
会
三
十
八
年
一
打
二
十
日
(
讐

日
記
)

C~(
ω
二
月
八
、
九
日
、
奈
良
県
物
・
産
見
木
市
開
催

崔

奈
良
県
、
当
所

主

一
甜
市
、
福
択
'
璽
貿
易
館

昜

会出
将
十
三
社
、
二
十
小
間

効
巣
約
四
千
万
門
取
引
成
立

)②
二
月
二
十
、
二
十
五
日
、
第
四
回
全
国
推
奨
観
光
士
産
品

発
喪
展
示
即
売
会
参
加

日
木
商
工
会
辧
、
全
国
鋭
光
圭
品
連
盟

ー
.
●
●

東
聖
越
百
貨
店

出
品
者
四
十
系
者
、
ニ
、
三
三
0
点
、
三
小
問

③

二
月
五
日
第
二
回
全
国
絵
は
が
き
ゴ
ソ
ク
ー
ル
参
加

日
木
商
工
人
裁
所
、
Π
本
観
光
陽
会

東
京
東
甬
会
俳

奈
良
市
鹿
鳴
園
、
万
葉
植
物
第
一
集

④
二
月
七
日
、
全
国
人
形
コ
ソ
ク
ー
ル
お

主
催
日
本
商
工
会
議
所
、
全
国
観
光
土
産
品
連
盟

会
嶋
東
京
東
商
会
館

入
賞
楓
林
堂
、
天
平
人
形

⑤
三
月
十
日
、
発
明
振
興
展

催

県
及
発
明
協
会
、
当
所
協
賛

主
6
 
勇
辰
小
」
創
火
.

主
催
奈
良
市
観
光
協
会
、
当
所
好
只

、

改
鬻
仕
方
、

講
師
ト
レ
ナ
ー
加
藤
俊
次
氏

受
講
者
ご
互

二
月
十
三
日
、
新
規
採
用
従
業
員
受
入
れ
方
研
究
会
、

譜
内
容
新
入
社
員
、
工
員
の
教
育
、
訓
練
計
画
に
つ
い

て
、

講
師
近
畿
日
本
鉄
道
考
査
部
長
立
入
正
清
氏

・
R

①
一
打
九
日

ー
」

兄
長
、
、
ー
'
午

(

委
員
長
谷

副
委
員
長
阪

二
月
、
日
商
観
光
事
業
振
興
推
瑞
員

五
そ
の
他
の
業
務

十
五
十
七

二
打
、
中
、
各
委
貝
会
街
委
員
長
決
定

経
済
政
策
委
員
会

委
員
長
赤
坂

副
委
員
長
小
」

ヰ
小
傘
対
策
委
会

委
員
長
奥
田

副
委
員
長
上
林

商
業
振
興
委
員
会

委
員
長
阪
本

副
委
員
長
南
口

淫
晏
員
会公員

長
下
出
久

副
委
員
長
垣
内

観
光
推
進
委
員
会

六
、
人
事
異
動

十
、
二
十
二
日
、
於
当
所

二

_計

玲

d戸

ル治

一郎

、

豊善安由恭頼

入会主

賞場催

会主

19

C

1光善貞
友栄富友

郎鄭

^^

自 37年1月
至 37年4月

月

、

、

、

、1

三三

柳大阪

三三

沢東田

雄治勇三

二磨ナンー



0

1「一〒
1{L

話

プエ
ノ」く

ノ又
ン」弍

^

囚厘蓮団̂

ツサン・セドリッケ^

ダットサン・ブルーバード

;心燕"拙鄭泌"総● 97.5
96.4
98.0

1
奈良近畿日産自動車

御存じですか?.ノ
純黒調の美Lいコピー事務能率改善の第一歩はソ戸バソ持

全く新らしい方式による迅速複写椴つ丁に、此の計姉幟を移tことです
コビー 1あなたは、その日から計抑技能者に

フジクイックC なれます。一週間で翁汲、ーケ月で
■吸の能力名になれます。プリソター 50,000円

30,000円フロセッサー 回(十)、(ー)、(X)、(÷)、 1支和、
①ハーフトーンもきれしにくっきり磧差、1判引算、削増算、迎乘、泥
,_}→_'ニ'ミ"、..一士_{合ν,1'、 1iルくも恵の主X.
からでも国^剖、〔、1上油、,1女畔の心配なく堅咋
⑧一枚のネガ小ら、すぱやく何枚てて1対クプ丁池大

も。

釧祉、とジバ、だれ4り「コンテツクス計算機
電動 73,000円# 20①部屋の片F禹て写真の引きのばしも

出来る。 下小り 35.000円# 10

、、ー、、] 1

取締役社長

It1古センター

五条僻業所

杉

引削櫛NW桝削}別N鷲IW鷲鷲

村

田

奈良市油阪町65示地
直話奈良②46飢~4番"

奈良市油阪町77番地

一

株式
会社

高Ⅱ十営業所

豊三

きっと御気に召します.ケ

大和1瓢田市古川町1466

奈良市一条 1田

」一ー.ノ」

1 36年度ヂククククククク 37年度クク
別'、、域別'^ 4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月

ぐ

総

200枚までの社内印刷は私におまか
せ下さい。

デュプロ印刷機
50OPH刑 35,000円

ニアー五旦
、

63,000円^^

ゴールドH L型 98,000円

その仙用途によ i)Ⅱ1予
あなたに出来る多色刷りノ

しかも一度で.ノ

①インキ、原紙不要
国三色刷り力辻度に川来る

1 (今1分開に]00快刷れろ回求弼用紙が厚紙にたる

奈良市内小売物価動向表

平

食

C

20

均

2284

料

主

五条

口
ロロ

高田

植原梅

食

秀モ良

111.2 109.1 107.0 103.8 105.3 105.2 106.1 107.6 107.6 106.5 106.71 108.2血"眺N"0"'0血.'"0"峨.1'"町岫

野菜、果実、豆類

品

114.9 110.7 106.7 103.4 107.1 106'3 106.1 108.8 108.2 106.7 107.5 110.2

103.4 103.2 104.3 108.9 108.4 109.1 ]11.8 111.3 1Ⅱ.6 112.1 112.2 Ⅱ3.4

畜産食料品

98.8 98.8 98.7 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.2 100.2 100.2 100.2

102.1 102.1 102.1 102.3 102.3 100.8 100.8 100.8 103.6 103.5 103.5 103.5

加工食料

149.1 123.3 97.1 116.4 157.7 146.5 143.71 ]67.9 144.4 130.2 153.4 158.3
123.0 110.3 101.5 156.5 136.6 134.8 ]63.1 163.1 150.2 155.5 161.4 168.3

水産食料品

C

電話(2) 3 0 6 5 番

106.0 106.0 107.0 113.9 119.3 Ⅱ8.9 Ⅱ8.9 Ⅱ8.7 109.3 106.9 108.9 108.8

106.2 104.6 107.5 109.7 112.2 106.8 107.0 107.0 105.9 103.5 102.3 104.1

月

味

堂

]24.2 124.2 124.2 113.8 115.9 115.9 115.9 115.9 117.4 117.4 117.4 120.1

114.5 115.6 123.6 128.4 128.4 126.1 130.6 130.6 130.9 130.9 130.9 132'2

(昭和37年4打)

(.

料

好

理店

122.0 119.0 118.0 105.3 103.3 101.8 102.4 124.0 120.3 117.8 92.0 95.1

169.6 175.5 194.6 192.0 112.9 144.4 140.9 140.9 162.2 168.0 161.3 163.2

繊

品

維

96.7 96.7 96.7 101.6 102.4 103.1 103.1 103.1 103.4 103.4 103.4 103.4

102.3 102.3 102.3 102.6 103.7 107.1 107.1 107.1 108.7 108.7 108.7 108.フ

建材家

品

108.1 108.9 109.7 100.8 100.8 102.9 102.9 102.9 102.9 102.9 102.9 102.9

99.4 100.8 100'8 100.8 100.8 102.3 102.3 102.3 102.3 102.3 102.3 102.3

燃料灯火

b
1

105.0 105.5 98.6 102.9 101.8 102.4 104.7 106.2 106.7 106.7 104.4 103.6

100.9 103.5 104.1 103.5 102.5 103.7 104.5 104.0 103.3 101.8 101.0 99.9

機械器具

118.3 Ⅱ8.4 118.4 109.3 108.5 110.6 109.7 109.7 109.3 109.3 109.9 110.6

110.8 111.9 112.3 Ⅱ2.9 114.2 Ⅱ8.9 120.3 119.9 118.8 114.6 114.7 114.9

雑

(注)此表は昭和35年-100基準とした月別三都市此枝小売物価指数表で稠査対象品目100~172を全国の会議所に於
て毎月14~16日に一斉実施されるもので、経済、二敏感な二大都市を対比Lて一目瞭然、興味深いものでありま
す。各都市別にグラフを作つて見ると経済の激しい価格の変動が如実に見られます。

加泌●"総鄭松窓熊細
品

良
阪
京

奈
大
東

良
阪
京

奈
大
東

ロ
ロ

良
阪
京

奈
大
東

良
阪
京

奈
大
東

良
阪
京

奈
大
東

良
阪
京

奈
大
東

良
阪
京

品

奈
大
東

良
阪
京

奈
大
東

良
阪
京

奈
大
東

り

良
阪
京

奈
大
東

良
阪
京

奈
大
東

調

地

良
阪
京

奈
大
東

巷
凹

訴
潘

具

297

8901

良
阪
京

奈
大
東

番

良
市
大
森
町

良
①
五
二
0
-

四
八

1
七
番

L
Ⅱ
▲
Ⅱ沢良奈鉄国

一
]

-
ー条五

電 訊

奈
大
東

一
一
一

関
西
電
力
株
式
会
社 遼

加
藤
泰
次

奈
良
支
店
長

勺f



特価.ノ^"'ホームバーセット
あなたのお部屋に

洋酒のムードを
Π'叫÷'C カクテルル、.診/U'ノ史の}1 . 永一
/、バーけ,^"いの寸・アシスく・}、,
お奔11のあるlh'、又ご"1<"ン之らってバ:御1を上楽
し1、にノCる11'上、上一"、メー、ウ、1)オU上、とノしノ(;ニ.、1
IU」らし、、ことてしよう、
シノレノ、ー,上-1、ノ、ー・ヒソト_: このホー/、パー、、

を気幌におつくりにル'hる上 う分削U、しイ、し
カ、1いゞ小込入と1而氾¥こ父iのきい'クラフ＼部典
キ十ヒネソト、又カクテルに"彪、要な国産雌商級
の打浩を火びんて一皮に令那1前うとしう◇迄に
どの汀i内メーカーにもたし雌1拓のサービスを」R
りました,この機会にぜひあなたのお部屋に六
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